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が
、
総
じ
て
見
れ
ば
こ
こ
ま
で
日
本
の
自
動
車
業
界
は
右

肩
上
が
り
の
成
長
を
続
け
、
同
時
に
部
品
業
界
も
活
況
を

呈
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
ま
さ
に

未
曾
有
の
状
況
で
あ
り
、
世
界
中
の
自
動
車
生
産
を
含
む

経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
の
非
常

事
態
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
当
工
業
会
は
、
日
本
の
経
済
と
雇
用

を
支
え
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
責

務
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
経
済
の
強
み
は
製
造
業
に
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
さ

に
自
動
車
部
品
業
界
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
い
ま
す
。
そ

れ
は
製
造
業
と
し
て
の
在
り
方
、
将
来
の
生
き
残
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
状
況
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
直
近
の
対
応
と
し
て
当
工
業
会
は
、
日
本

自
動
車
工
業
会
、
日
本
自
動
車
車
体
工
業
会
、
日
本
自
動

車
機
械
器
具
工
業
会
の
３
団
体
と
連
携
し
、
会
員
会
社
の

経
営
を
支
え
、
技
術
と
人
材
を
守
り
抜
く
フ
ァ
ン
ド
の
設

立
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
各
社
の
医
療
用
機

こ
の
た
び
、
５
月
28
日
の
臨
時
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

岡
野
教
忠
前
会
長
の
後
を
受
け
、
第
18
代
日
本
自
動
車
部

品
工
業
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
部
の
副
会
長
と
し
て
岡
野
前
会
長
を
支

え
、
同
時
に
中
日
本
支
部
長
と
し
て
の
活
動
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
本
拠
地
が
名
古
屋
で
あ
り
ま
す
の
で
な
じ
み
の

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
己
紹
介

も
含
め
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

１
９
７
７
年
に
日
本
特
殊
陶
業
に
入
社
後
、
国
内
・
海

外
の
営
業
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
海
外
勤
務
は
通
算

16
年
で
、
ド
イ
ツ
、
豪
州
各
６
年
、
米
国
デ
ト
ロ
イ
ト
４

年
の
勤
務
で
し
た
。
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
多
く
の

取
引
先
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
う
人
脈
が
自
分

の
財
産
で
あ
り
、
同
時
に
経
営
の
軸
に
も
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
こ
の
40
余
年
、
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

度
重
な
る
円
高
、
バ
ブ
ル
景
気
か
ら
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
電
動
化
、
そ
し
て
自
動
運
転
の
目
覚
ま
し
い

進
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
長
就
任
に
際
し
て

Introduction
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潜
在
的
に
存
在
す
る
各
種
リ
ス
ク
に
対
し
て
の
対
応
も
完

璧
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
で
す
。
今
、
ま
さ

に
新
し
い
形
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
一
つ
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の

生
活
様
式
が
一
変
す
る
よ
う
な
環
境
変
化
へ
の
対
応
。
二

つ
目
は
従
来
の
モ
ノ
づ
く
り
手
法
か
ら
の
脱
却
＝
Ｄ
Ｘ
を

活
用
し
た
モ
ノ
づ
く
り
で
新
し
い
形
で
の
製
造
業
と
し
て

生
き
残
る
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
目
は
、
急
激
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
生
じ
た
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
新
し
い
形
で
の

グ
ロ
ー
バ
ル
体
制
の
構
築
、
こ
の
三
つ
の
大
き
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
部
品
業
界
の
み
で
解
決
す
る
話
で
は
な
く
、
自

動
車
業
界
、
他
の
業
種
と
の
連
携
で
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

当
工
業
会
と
し
て
、
こ
の
三
つ
の
課
題
に
対
し
て
会
員

の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
当
工
業
会
が
社
会
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
知
恵
を
絞
っ
て
頑
張

る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

材
増
産
支
援
の
取
り
組
み
や
医
療
用
資
材
の
提
供
な
ど
、

社
会
貢
献
活
動
の
内
容
も
４
団
体
共
通
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
よ
り
広
く
皆
さ
ま
に
活
動
内
容
を
周
知
し
、

日
本
経
済
へ
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
進
め

て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
長
期
的
な
対
応
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
※
（
以
下
Ｄ
Ｘ
）
化
へ
の
対
応

遅
れ
に
も
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
の
産
業
が
欧
米
に
一
歩
遅
れ
を
取
っ
て

い
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
高
度
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
（
職
人
）

に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
で
そ
の
存
在
感
を
世
界
に
示
し
て
き

た
日
本
が
、
Ｄ
Ｘ
化
の
壁
に
突
き
当
た
っ
て
お
り
、
い
ま

だ
過
去
の
成
功
体
験
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
私

に
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。
日
本
産
業
の
存
続
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
り
新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
の
価
値
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

別
な
観
点
で
部
品
業
界
を
見
る
と
、
急
激
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拠
点
工
場
展
開
を
し
て
き
た

日
本
企
業
は
、物
を
作
る
こ
と
が
主
眼
と
な
り
Ｓ
Ｃ
Ｍ（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
構
築
が
若
干
後
回

し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
？ 〝
点
〟
で
の
展
開
を
〝
線
〟

で
結
ぶ
作
業
が
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
昨
今
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
ま
さ
に
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
一
体

で
動
か
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
が
生
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一般社団法人 日本自動車部品工業会

会長 尾堂 真一
（日本特殊陶業 代表取締役会長）

※�

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（D
igital�Transform

ation

）：
あ
ら
ゆ
る

ビ
ジ
ネ
ス
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

な
ど
を
活
用
し
て
仕
組
み
や
構
造
な
ど
の
変
化

を
促
し
、
社
会
全
体
が
進
化
し
て
い
く
こ
と
。
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日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
は
５

月
21
日
、
東
京
都
港
区
の
自
動
車

部
品
会
館
に
お
い
て
令
和
２
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
例
年

行
っ
て
い
た
講
演
会
や
懇
親
会
は

す
べ
て
中
止
し
、
総
会
議
案
の
進

行
の
み
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
員

に
は
会
場
へ
の
来
場
を
極
力
控
え

て
も
ら
う
た
め
、
委
任
状
の
提
出

を
お
願
い
し
、
当
日
は
議
長
ほ
か

数
名
で
実
施
し
た
。
異
例
づ
く
め

の
総
会
開
催
と
な
っ
た
が
、
予
定

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
取

引
適
正
化
の
推
進
や
働
き
方
改
革

に
対
す
る
取
り
組
み
を
行
う
ほ

か
、
中
小
会
員
企
業
の
経
営
力
向

上
を
目
的
と
し
た
経
営
基
盤
の
強

化
、
競
争
力
の
強
化
な
ど
に
資
す

る
施
策
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
海

通常総会を
開催

令
和
２
年
度
事
業
計
画
承
認

外
事
業
展
開
へ
の
支
援
と
し
て
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
原
産

性
調
査
に
関
す
る
業
界
共
通
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
に
向
け
た
普
及
活
動

に
取
り
組
む
。
そ
の
他
、
環
境
問

題
へ
の
対
応
、
基
準
認
証
問
題
へ

の
対
応
な
ど
、
12
項
目
の
重
点
事

業
を
中
心
に
活
動
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
の
改
選

期
で
あ
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
理

事
・
監
事
全
員
の
改
選
が
行
わ
れ

新型コロナウイルス感染防止のため議長以下数名で行われた総会
（自動車部品会館）

１．取引適正化の推進
２．働き方改革に対する取り組み
３．中小企業への支援
４．海外事業の展開・安定化への支援
５．知的財産権保護活動
６．将来モビリティへの対応
７．環境問題への対応
８．基準・認証制度への対応
９．  二輪車事業の充実、業界活動への

参加
10．補修部品用品事業の連携・充実
11．支部事業
12． 会員獲得活動の強化および業務の

効率化

■令和 2 年度重点施策

た
。
そ
の
後
、
主
要
役
員
な
ど
を

決
め
る
臨
時
理
事
会
に
つ
い
て

は
、
５
月
28
日
に
書
面
に
よ
る
理

事
会
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、

２
年
間
会
長
を
務
め
た
岡
野
教
忠

会
長
に
代
わ
り
、
日
本
特
殊
陶
業

の
尾
堂
真
一
会
長
が
新
会
長
に
就

任
し
た
。
そ
の
ほ
か
副
会
長
に
太

平
洋
工
業
の
小
川
信
也
社
長
、
シ

グ
マ
の
下
中
利
孝
社
長
、
ト
ピ
ー

工
業
の
高
松
信
彦
社
長
が
新
た
に

副
会
長
に
就
任
し
た
。
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正副会長 
会　長　　　◎　尾堂　真一　　　日本特殊陶業㈱取締役会長
副会長　　　　　大嶽　昌宏　　　㈱小糸製作所 取締役会長
　　　　　　　　土居　清志　　　ＮＯＫ㈱ 取締役社長
　　　　　　◎　小川　信也　　　太平洋工業㈱ 取締役社長
　　　　　　◎　下中　利孝　　　シグマ㈱ 取締役社長
　　　　　　　　豊田　周平　　　トヨタ紡織㈱ 取締役会長
　　　　　　◎　高松　信彦　　　トピー工業㈱ 取締役社長
　　　　　　　　大下　政司　　　（一社）日本自動車部品工業会 専務理事

主要委員会委員長
　　総務委員会　　　　　　大嶽　昌宏　　　㈱小糸製作所 取締役会長
◎　国際委員会　　　　　　高松　信彦　　　トピー工業㈱ 取締役社長
　　総合技術委員会　　　　豊田　周平　　　トヨタ紡織㈱ 取締役会長
　　中小企業施策委員会　　石川　伸一郎　　石川ガスケット㈱ 取締役社長

支部長
　　東日本支部　　土居　清志　　　ＮＯＫ㈱ 取締役社長
◎　中日本支部　　小川　信也　　　太平洋工業㈱ 取締役社長
◎　西日本支部　　下中　利孝　　　シグマ㈱ 取締役社長

理事・監事一覧

主要役員一覧

令和２年５月２１日
○印は新任【理　事】（４５名）�

野　村　得　之　　愛三工業㈱　取締役社長
尾　﨑　和　久　　アイシン・エィ・ダブリュ㈱　取締役社長
伊　勢　清　貴　　アイシン精機㈱　取締役社長
水　松　幹　夫　　㈱アステア　取締役会長

〇 木　本　　隆　　　アルプスアルパイン㈱　取締役専務執行役員
石　川　伸一郎　　石川ガスケット㈱　取締役社長
土　居　清　志　　ＮＯＫ㈱　取締役社長
中　島　康　輔　　ＫＹＢ㈱　取締役会長
大　嶽　昌　宏　　㈱小糸製作所　取締役会長

〇 小　島　栄　二　　小島プレス工業㈱　取締役社長
〇 恒　川　幸　三　　㈱三五　取締役社長
〇 西　海　栄　一　　三輪精機㈱　取締役社長
宮　川　博　至　　三和パッキング工業㈱　取締役社長
下　中　利　孝　　シグマ㈱　取締役社長
正　田　敦　郎　　しげる工業㈱　取締役社長
中　塚　晃　章　　ジヤトコ㈱　取締役社長
西　田　光　男　　住友電気工業㈱　取締役副社長
内　田　成　明　　ダイキョーニシカワ㈱　取締役社長
吉　田　夛佳志　　大東プレス工業㈱　取締役相談役
判　治　誠　吾　　大同メタル工業㈱　取締役会長
小　川　信　也　　太平洋工業㈱　取締役社長
有　馬　浩　二　　㈱デンソー　取締役社長

〇 ニ之夕　裕　美　　㈱東海理化　副社長執行役員
高　松　信　彦　　トピー工業㈱　取締役社長
宮　﨑　直　樹　　豊田合成㈱　取締役社長
豊　田　周　平　　トヨタ紡織㈱　取締役会長
内　山　俊　弘　　日本精工㈱　取締役代表執行役社長

尾　堂　真　一　　日本特殊陶業㈱　取締役会長
茅　本　隆　司　　日本発条㈱　取締役社長
西　村　憲　一　　光精工㈱　取締役会長
門　向　裕　三　　日立オートモティブ�システムズ㈱
� � 代表取締役
� � エグゼクティブヴァイスプレジデント
晝　田　眞　三　　ヒルタ工業㈱　取締役会長
美　野　哲　司　　プレス工業㈱　取締役社長
クラウス・メーダー　　ボッシュ㈱　取締役社長
藤　木　達　夫　　丸五ゴム工業㈱　取締役社長
山　田　隆　雄　　マルヤス工業㈱　取締役会長

〇 藤　井　　司　　　マレリ㈱　副社長執行役員
〇 北　田　勝　義　　㈱ミツバ　社長執行役員
矢　﨑　信　二　　矢崎総業㈱　取締役社長
鈴　木　一和雄　　㈱ユニバンス　取締役会長
志　藤　昭　彦　　㈱ヨロズ　取締役会長
岡　野　教　忠　　㈱リケン　名誉会長

〇 浦　上　　彰　　　リョービ㈱　取締役社長
大　下　政　司　　(一社 )日本自動車部品工業会　専務理事
奈須野　光　祐　　(一社 )日本自動車部品工業会　常務理事

【監　事】（６名）
〇 松　井　　徹　　　住友理工㈱　取締役社長
相　羽　繁　生　　㈱東郷製作所　取締役社長
髙　橋　祐　子　　日本精機㈱　取締役社長
眞　田　達　也　　三乗工業㈱　取締役社長
武　藤　正　弘　　武蔵オイルシール工業㈱　取締役社長
三　浦　　悟　　　三浦公認会計士事務所　代表

部工会総会レポート

令和２年５月２８日
◎印は新任
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　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和２年度の表彰者が次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

金
子
　
公
明

　

入
社
以
来
、
鹿
沼
工
場
製
造
部

製
造
第
１
課
で
溶
接
ラ
イ
ン
に
従

事
。
平
成
27
年
よ
り
製
造
第
１
課

班
長
と
し
て
溶
接
ラ
イ
ン
を
中
心

に
生
産
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、

生
産
効
率
向
上
の
た
め
改
善
活
動

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
率
先
し
て
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
活
動
の
成

果
と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
ラ
イ

ン
に
お
け
る
生
産
遅
れ
や
作
業
負

荷
を
軽
減
す
る
な
ど
の
改
善
を
行

い
、
残
業
時
間
を
月
12
時
間
削
減

す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
出
し
た
。

か
ね
こ
　
き
み
あ
き

東
日
本
支
部

京浜精密工業株式会社
鹿沼工場製造部製造第 1 課  班長

田
森
　
健
悦

　

安
全
重
要
部
品
で
あ
る
ヒ
ュ
ー

ズ
の
製
造
工
場
に
お
い
て
、
そ
の

社
会
的
責
任
を
よ
く
理
解
し
、
特

に
品
質
の
維
持
向
上
に
向
け
た
Ｑ

Ｃ
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
お
よ
び

従
業
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
安
全
衛
生
向
上
へ
の
活
動
を
率

先
し
て
行
い
、
工
場
の
改
善
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

た
も
り
　
け
ん
え
つ

エス・オー・シー株式会社
秋田工場

東
日
本
支
部

武
藤
　
栄
二

　

入
社
後
、
前
職
の
経
験
を
生
か

し
生
産
技
術
の
技
術
者
と
し
て
主

に
設
備
手
配
を
担
当
。
大
型
外
製

設
備
の
仕
様
検
討
・
調
達
の
ほ
か
、

自
動
化
や
加
工
精
度
の
向
上
を
意

図
し
た
多
様
な
小
型
内
製
設
備
の

設
計
や
製
作
を
手
掛
け
、
工
場
の

生
産
性
・
品
質
向
上
に
寄
与
。ま
た
、

昨
今
で
は
管
理
職
と
し
て
、
組
織

運
営
と
若
手
技
術
者
の
育
成
に
も

尽
力
し
て
い
る
。

む
と
う
　
え
い
じ

江崎工業株式会社
栃木工場  生産技術グループ  グループリーダー

東
日
本
支
部

令和 2年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

羽
田
　
康
一

　

入
社
以
来
、
北
海
道
工
場
加
工

ラ
イ
ン
に
従
事
し
、
平
成
29
年
よ

り
課
長
を
補
佐
し
、
課
の
生
産
全

般
を
管
理
す
る
と
と
も
に
生
産
効

率
向
上
の
た
め
、
改
善
活
動
に
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
改
善

成
果
と
し
て
作
業
者
へ
の
負
担
軽

減
活
動
に
取
り
組
み
、
ワ
ー
ク
搬

送
シ
ュ
ー
タ
ー
を
考
案
、
作
成
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
作
業
者
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
サ
イ
ク

ル
タ
イ
ム
を
短
縮
し
、
日
当
た
り

出
来
高
の
向
上
を
実
現
し
た
。

は
ね
だ
　
こ
う
い
ち

京浜精密工業株式会社
北海道工場製造第一課  係長

東
日
本
支
部
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渡
辺
　
勝
彦

　

昭
和
62
年
入
社
、
長
年
に
わ
た

り
高
精
度
な
シ
ャ
フ
ト
の
円
筒
面

研
削
工
程
を
担
当
し
て
い
る
。
特

に
自
動
車
部
品
に
お
い
て
は
重
点

管
理
指
定
品
が
多
く
、
担
当
し
て

い
る
円
筒
面
研
削
工
程
で
は
管
理

項
目
の
品
質
向
上
と
加
工
設
備
の

安
定
化
を
図
り
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
改
善
活
動
に

貢
献
し
て
い
る
。

わ
た
な
べ
　
か
つ
ひ
こ

三和ニードルベアリング株式会社
製造部  製造 2 課  チーフ

東
日
本
支
部

中
道
　
祐
一

　

入
社
以
来
32
年
が
経
過
。
設
計

部
門
に
お
い
て
新
規
開
発
お
よ
び

顧
客
か
ら
の
仕
様
変
更
な
ど
に
よ

る
試
作
品
の
作
成
な
ど
を
行
い
、

設
計
と
し
て
今
ま
で
の
経
験
と
豊

富
な
知
識
を
基
に
、
よ
り
良
い
物

を
早
く
、
安
く
、
作
る
に
は
ど
う

す
る
べ
き
か
を
考
え
、
ま
た
部
下

の
教
育
、
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

な
か
み
ち
　
ゆ
う
い
ち

株式会社松井製作所
エンジニアリング 2 課  課長

東
日
本
支
部

島
野
　
寿
文

　

平
成
７
年
入
社
、
生
産
技
術
部

１
課
に
所
属
。
環
境
問
題
に
精
通

し
省
エ
ネ
対
策
、
産
業
廃
棄
物
の

削
減
対
策
な
ど
、
数
多
く
の
改
善

案
件
を
手
掛
け
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
。
ま
た
、
空
気
圧
装
置
組

立
特
級
を
は
じ
め
と
す
る
技
能
検

定
の
資
格
を
６
種
有
し
、
そ
れ
を

生
か
し
て
若
手
社
員
の
育
成
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

し
ま
の
　
と
し
ふ
み

三輪精機株式会社
生産技術部１課  課長代理

東
日
本
支
部

戸
田
　
修
行

　

入
社
以
来
25
年
８
カ
月
、
新
規

開
発
事
業
お
よ
び
商
品
設
計
に
携

わ
り
、
業
務
を
円
滑
か
つ
誠
実
に

遂
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
20

年
か
ら
は
開
発
技
術
課
チ
ー
フ
と

し
て
、
熱
意
を
も
っ
て
部
下
の
指

導
育
成
に
当
た
る
と
と
も
に
、
他

部
署
と
密
接
に
連
携
を
取
り
、
社

業
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
、
他

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

と
だ
　
の
ぶ
ゆ
き

東洋エレメント工業株式会社
開発技術部  開発技術課  チーフ

東
日
本
支
部

安
達
　
淳

　

当
社
製
造
部
、
品
質
管
理
部
門

の
長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て

本
社
工
場
の
品
質
管
理
・
保
証
業

務
に
つ
い
て
数
々
の
成
果
を
上
げ

続
け
て
き
た
。
こ
れ
は
そ
の
実
績
・

成
果
の
み
な
ら
ず
、
業
務
へ
の
取

り
組
み
姿
勢
や
具
体
的
な
行
動
・

活
動
の
事
例
と
し
て
も
他
グ
ル
ー

プ
、
他
部
署
の
模
範
と
な
っ
て
お

り
、
社
業
振
興
へ
の
寄
与
に
お
い

て
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

あ
だ
ち
　
じ
ゅ
ん

竹内工業株式会社
製造部  品質管理グループ  GM（次長）

中
日
本
支
部

内
藤
　
誠
次

　

入
社
以
来
28
年
間
、
当
社
の
設

備
保
全
業
務
・
生
産
準
備
業
務
に

従
事
し
て
お
り
、
安
全
で
安
心
に

仕
事
が
で
き
る
会
社
づ
く
り
、
そ

し
て
お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る

良
品
廉
価
の
モ
ノ
づ
く
り
に
貢
献

し
て
き
た
。
近
年
で
は
各
生
産
拠

点
へ
の
技
術
指
導
も
行
い
、
大
橋

鉄
工
グ
ル
ー
プ
全
体
の
技
術
向
上

に
尽
力
し
て
い
る
。

な
い
と
う
　
せ
い
じ

大橋鉄工株式会社
生産技術部  工機グループ  グループマネージャー

中
日
本
支
部

山
内
　
健
洋

　

今
年
、
永
年
勤
続
36
年
に
至
り
、

プ
レ
ス
品
加
工
分
野
・
Ｔ
Ｉ
Ｅ
分

野
に
お
い
て
高
い
技
術
と
知
識
を

有
し
て
い
る
。
勤
務
態
度
も
非
常

に
良
好
で
、
改
善
意
識
も
高
く
、

改
善
提
案
・
改
善
実
行
に
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
部
下
の

育
成
に
お
い
て
は
豊
富
な
経
験
と

技
能
を
生
か
し
、
次
世
代
へ
の
伝

承
に
力
を
発
揮
し
て
お
り
、
会
社

に
と
っ
て
貢
献
度
が
高
い
人
材
で

あ
る
。

や
ま
う
ち
　
た
け
ひ
ろ

株式会社東海スプリング製作所
製造一部生産 1 課

中
日
本
支
部

梅
村
　
昌
司

　

今
年
、
勤
続
38
年
に
至
り
、
品

質
保
証
分
野
に
お
い
て
は
非
常
に

高
い
技
能
を
有
し
て
い
る
。
勤
務

態
度
も
非
常
に
良
好
で
、
改
善
意

欲
も
高
く
、
改
善
提
案
・
改
善
実

行
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
部
下
の
育
成
に
お
い
て
は
豊

富
な
経
験
と
技
能
を
生
か
し
、
次

世
代
へ
の
伝
承
に
力
を
発
揮
し
て

お
り
、
会
社
に
と
っ
て
貢
献
度
が

高
い
人
材
で
あ
る
。

う
め
む
ら
　
し
ょ
う
じ

株式会社東海スプリング製作所
製造一部  鵜沼品質保証課 鵜沼品質保証係  鵜沼検査班 班長

中
日
本
支
部
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水
野
　
由
博

　

入
社
以
来
、
27
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
誠
実
さ
と
仕
事
へ
の
熱

心
な
取
り
組
み
姿
勢
に
よ
り
、
職

場
で
信
頼
も
厚
く
、
当
社
の
主
力

製
品
の
オ
イ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
の
生
産

を
行
う
第
２
組
立
班
の
班
長
と
し

て
班
を
率
い
て
い
る
。
今
後
も
職

制
と
し
て
当
社
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
人
物
で
あ
る
。

み
ず
の
　
よ
し
ひ
ろ

光精工株式会社
本社工場  本社製造 1 課  UJ 組立係  第二組立班  班長

中
日
本
支
部

荒
木
　
茂

　

計
測
か
ら
品
質
保
証
ま
で
、
品

質
管
理
業
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
常
に
現
場
に
寄
り
添
い
、

品
質
第
一
の
工
場
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
。
そ
の
手
腕
は
部
下
の

育
成
や
仕
入
先
指
導
、
さ
ら
に
海

外
拠
点
に
も
展
開
さ
れ
、
社
内
外

か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
お
り
、

そ
の
実
績
は
全
従
業
員
の
模
範
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

あ
ら
き
　
し
げ
る

福寿工業株式会社
品質管理セクションリーダー

中
日
本
支
部

平
山
　
知
幸

　

入
社
後
、
調
達
課
に
配
属
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

関
連
会
社
に
出
向
し
、
調
達
・
生

産
管
理
担
当
と
な
り
業
務
に
ま
い

進
し
た
。
現
在
は
経
営
管
理
課
の

課
長
と
し
て
、
予
実
管
理
、
Ｉ
Ｔ

管
理
の
運
営
な
ど
海
外
経
験
を
生

か
し
た
幅
広
い
業
務
を
こ
な
し
、

会
社
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

ひ
ら
や
ま
　
と
も
ゆ
き

株式会社メイドー
経営管理課  課長

中
日
本
支
部

伊
藤
　
秀
明

　

入
社
以
来
、
27
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
誠
実
さ
と
熱
心
な
仕
事

へ
の
取
り
組
み
姿
勢
に
よ
り
、
当

社
製
品
の
ギ
ヤ
ブ
ッ
シ
ュ
の
旋
削
・

研
削
技
術
を
習
熟
し
て
い
る
。
今

後
も
そ
の
技
術
を
生
か
し
た
改
善

活
動
を
期
待
し
て
い
る
。
当
社
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。

い
と
う
　
ひ
で
あ
き

光精工株式会社
員弁工場  員弁 2 課  ギヤブッシュ班

中
日
本
支
部

嶋
村
　
桂
子

　

入
社
後
か
ら
出
荷
と
製
造
庶
務
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
出
荷
業
務

で
は
、
出
荷
作
業
担
当
者
が
作
業
し

や
す
い
環
境
作
り
の
た
め
、
か
ん
ば

ん
ポ
ス
ト
の
仕
様
変
更
や
表
示
の
追

加
な
ど
、
積
極
的
に
改
善
を
進
め
て

い
る
。
製
造
庶
務
業
務
で
は
、
生
産

に
従
事
す
る
作
業
者
が
使
用
す
る
手

袋
な
ど
の
備
品
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
、

か
つ
無
駄
な
も
の
を
購
入
せ
ず
、
経

費
削
減
も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
工

場
か
ら
の
産
廃
品
を
減
ら
す
た
め
の

啓
発
活
動
や
、
産
廃
品
置
場
の
表
示
・

整
理
整
頓
を
毎
日
実
施
し
て
い
る
。

し
ま
む
ら
　
け
い
こ

三井屋工業株式会社
生産管理部  工務グループ  一般

中
日
本
支
部

河
合
　
祐
介

　

入
社
後
、
ケ
ー
ブ
ル
部
で
製
造

技
術
を
磨
き
、
ベ
ト
ナ
ム
進
出
の

際
に
は
駐
在
員
と
し
て
工
場
の
立

ち
上
げ
と
作
業
者
育
成
を
行
い
、

海
外
事
業
拡
大
に
貢
献
し
た
。
海

外
駐
在
の
経
験
を
生
か
し
、
現
在

は
製
造
職
場
の
監
督
者
と
し
て
作

業
者
教
育
、
現
場
カ
イ
ゼ
ン
を
行

い
、
生
産
能
力
不
足
の
ラ
イ
ン
の

生
産
性
を
劇
的
に
上
げ
る
な
ど
活

躍
し
て
い
る
。

か
わ
い
　
ゆ
う
す
け

やまと興業株式会社
ケーブル部  本社ケーブル課  課長

中
日
本
支
部



15 ISSUE 3 2020

岡
田
　
尚
子

　

入
社
以
来
21
年
７
カ
月
と
い
う

長
き
に
渡
り
、
総
務
部
一
筋
で
人

事
・
総
務
・
経
理
業
務
に
従
事
。
従

業
員
の
入
社
～
定
年
・
退
職
ま
で
の

手
続
き
、
教
育
な
ど
で
多
く
の
従
業

員
と
接
す
る
中
、
常
に
分
か
り
や
す

く
、
こ
こ
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
気

遣
い
に
よ
り
周
り
か
ら
絶
大
な
信
頼

を
得
て
お
り
、
直
接
の
上
司
の
み
な

ら
ず
周
囲
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
存

在
で
あ
る
。
ま
た
、
無
災
害
記
録

４
６
０
０
日
の
樹
立
に
お
い
て
、
安

全
衛
生
防
火
関
連
の
事
務
局
を
務
め

た
彼
女
の
貢
献
は
外
せ
な
い
。

お
か
だ
　
な
お
こ

ケーブル工業株式会社
総務部  総務課

西
日
本
支
部

安
田
　
和
寛

　

新
規
エ
ア
ー
バ
ッ
ク
部
品
の
量

産
化
に
当
た
り
、
困
難
な
こ
と
に

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

責
任
を
持
っ
て
解
決
し
て
き
た
。

ま
た
、
若
手
技
術
開
発
者
の
教
育

指
導
者
の
役
割
も
担
い
、
会
社
へ

の
貢
献
度
が
高
い
。

や
す
だ
　
か
ず
ひ
ろ

株式会社飯塚製作所
針工場開発グループ  係長

西
日
本
支
部

江
上
　
雅
美

　

長
年
、
生
産
現
場
で
研
削
加
工

に
携
わ
り
、
高
い
技
術
力
で
生
産

性
の
改
善
と
品
質
向
上
に
力
を
発

揮
し
て
き
た
。
小
集
団
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
職
場
の
改

善
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｅ
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
若
手
社
員
の
育
成
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

え
が
み
　
ま
さ
み

シグマ株式会社
メタル事業部  3 課  班長

西
日
本
支
部

中
西
　
正
和

　

勤
続
24
年
を
超
え
、
人
柄
か
ら

人
望
厚
く
、
製
造
現
場
の
中
核
を

担
う
キ
ー
マ
ン
。
当
社
鍛
造
工
程

の
要
と
し
て
難
度
の
高
い
形
状
の

塑
性
加
工
技
術
を
有
し
、
生
産
性

お
よ
び
品
質
の
向
上
に
励
み
、
社

業
発
展
に
資
す
る
功
績
は
顕
著
で

あ
る
。

な
か
に
し
　
ま
さ
か
ず

一志株式会社
製造部  圧造課主担当

西
日
本
支
部

大
曽
根
　
常
治

　

当
社
の
技
術
部
、
保
全
課
管
理

者
と
し
て
設
備
・
治
具
の
維
持
管

理
、
予
防
保
全
に
高
度
な
技
能
を

持
ち
、
保
全
業
務
を
通
し
て
当
社

の
生
産
活
動
に
多
大
な
功
績
を
残

し
て
い
る
。
ま
た
、
常
に
新
し
い

こ
と
を
取
り
入
れ
、
部
下
へ
の
継

承
、
他
部
署
へ
の
展
開
を
行
う
姿

勢
は
、
社
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

海
外
拠
点
か
ら
の
評
価
も
高
く
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

お
お
そ
ね
　
つ
ね
は
る

新興工業株式会社
技術部保全課  課長

西
日
本
支
部

松
尾
　
富
仁

　

入
社
以
来
、
一
貫
し
て
ホ
ー
ス

製
品
の
主
力
工
場
で
あ
る
矢
掛
工

場
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
続
け
て

き
た
。
工
場
の
生
産
設
備
か
ら
建

物
・
イ
ン
フ
ラ
ま
で
担
当
し
、
海

外
拠
点
の
モ
ノ
づ
く
り
支
援
、
子

会
社
へ
の
出
向
も
経
験
し
、
今
後

も
ホ
ー
ス
事
業
部
の
生
産
技
術
部

門
の
中
心
と
し
て
今
ま
で
以
上
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
つ
お
　
と
み
じ

丸五ゴム工業株式会社
ホース事業部  矢掛工場  生産技術課  課長

西
日
本
支
部

広
田
　
昭
宣

　

入
社
以
来
、
管
理
部
に
お
い
て

総
務
・
人
事
・
経
理
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
会
社

組
織
の
要
と
し
て
尽
力
し
て
き
た
。

近
年
は
基
幹
シ
ス
テ
ム
更
新
の
取

り
組
み
や
人
材
採
用
・
育
成
、
海

外
実
習
生
の
ケ
ア
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
当
社
へ
の
功
績
も
大
で
あ

る
。

ひ
ろ
た
　
あ
き
の
り

日本フレックス工業株式会社
管理部  管理課  課長

西
日
本
支
部

板
野
　
敏
之

　

入
社
以
来
、
38
年
余
り
生
産
業

務
に
携
わ
り
、
２
工
場
の
各
職
場

で
多
く
の
作
業
を
熟
知
し
、
ど
の

生
産
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
経
験
と

技
量
を
も
っ
て
品
質
向
上
、
生
産

性
向
上
の
改
善
活
動
に
も
貢
献
し

て
い
る
。
ま
た
、
持
ち
前
の
真
面

目
さ
と
明
る
さ
で
、
新
入
社
員
や

若
手
職
員
の
作
業
指
導
に
も
積
極

的
で
、
上
司
や
同
僚
、
部
下
か
ら

も
厚
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

い
た
の
　
と
し
ゆ
き

三乗工業株式会社
生産部製造課

西
日
本
支
部
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―
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
ツ
ー
ル
の

提
供
を
手
掛
け
て
い
る
。
主
な
取
引
先

は
　

現
在
は
米
国
を
本
拠
地
と
し
て
い
ま

す
が
、
元
々
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン

ド
と
い
う
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
で

は
１
０
０
カ
国
以
上
、
約
６
万
社
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
小
売

り
や
金
融
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
精

通
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
市
場
に
お

い
て
は
製
造
業
が
主
力
で
、
売
り
上
げ

の
３
～
５
割
を
占
め
ま
す
。
製
造
業
で

は
近
年
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生
産
性

の
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
策
が
根
付

米クリック社は、世界100カ国以上でデータ活用プラットフォームを提供する。データに裏付けされた人工
知能（AI）と、経験の中で磨き上げられた人間の直感を融合した同社独自の「連想データモデル」をプラッ
トフォームに取り入れることで、求められているデータを瞬時に導き出す。収集した情報を部門や製品の枠
を超えてひも付けることで、作業者自身も認識していない隠れたデータを提案するのが特長だ。すでに完成
車メーカーやサプライヤーの生産、マーケティング工程で導入実績を積んでいる。日本法人トップの今井浩
カントリー・マネージャーに自動車市場での展望を聞いた。

AIを活用したデータ分析ツールで企業経営をサポート
世界100カ国以上、6万社にサービスを提供

発
祥
の
地
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

日
本
で
は
製
造
業
を
中
心
に
取
引

い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
自
動
車

産
業
で
は
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
高
い
関

心
を
寄
せ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

―
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は

　

企
業
が
収
集
し
た
膨
大
な
デ
ー
タ
の

中
で
、
欲
し
い
情
報
に
関
連
す
る
デ
ー

タ
は
ご
く
一
部
で
す
。
そ
の
中
で
も
正

確
か
つ
最
新
で
、分
析
で
き
る
形
に
な
っ

て
い
る
デ
ー
タ
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
、

多
く
の
企
業
は
そ
の
デ
ー
タ
を
見
つ
け

ら
れ
ず
、
生
か
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
社
は
そ
の
よ
う
な
顧
客
に
最
適
な

を見据えて
Ask about the next generation次代

今井 　浩
クリックテック・ジャパン
カントリー・マネージャー

今井 浩 さん
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で
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
適
正
化

や
生
産
現
場
の
効
率
性
の
向
上
、
業
務

の
改
善
が
こ
ち
ら
に
相
当
し
ま
す
。
二

つ
目
は
「
リ
ス
ク
分
析
」
で
す
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
か
ら
将
来
の
需
要

変
動
を
見
越
し
た
予
測
値
な
ど
幅
広
い

経
営
リ
ス
ク
を
分
析
し
ま
す
。
三
つ
目

は「
顧
客
分
析
」で
す
。エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

の
趣
向
性
や
傾
向
を
数
値
化
す
る
こ
と

で
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
最
後
は
「
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
」

で
、
デ
ー
タ
を
基
に
新
し
い
製
品
や
技

術
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

―
自
動
車
関
連
企
業
か
ら
引
き
合
い
が

強
い
領
域
は

　

一
つ
目
と
三
つ
目
が
特
に
多
い
で
す

ね
。
例
え
ば
、
生
産
工
程
で
の
歩
留
ま

り
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す

る
こ
と
で
、
生
産
計
画
や
購
買
計
画
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
運
転
デ
ー
タ
を
ア
フ
タ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
生
か
す
流
れ
も
加
速
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
車
載
器
や
セ
ン
サ
ー

類
を
装
着
し
た
ク
ル
マ
も
多
い
の
で
、

そ
こ
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
特
性
を

デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

当
社
で
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
で
大
き

く
四
つ
の
価
値
を
顧
客
に
提
供
し
て
い

ま
す
。一
つ
目
は「
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
」

分
析
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
交
換
が

必
要
な
部
品
を
指
示
し
た
り
、
カ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
特
性
に
合
っ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
を
提
供
す
る
な
ど
、
活
用
領

域
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

―
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
と
い
う
言
葉
が
浸
透

し
、
デ
ー
タ
活
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
競
合
他
社
も
増
え
て
い
ま

す
。
自
社
の
強
み
は

　

最
も
特
徴
的
な
の
は
「
連
想
デ
ー
タ

モ
デ
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
当
社
の
特
許

技
術
で
す
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
Ａ
Ｉ
と

人
間
な
ら
で
は
の
判
断
力
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
人
が
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
デ
ー
タ
同
士
を
結
び
付
け
、
新

し
い
〝
気
づ
き
〟
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
は
作
業

者
が
欲
し
い
も
の
を
、
欲
し
い
形
で
瞬

提供するプラットフォームのイメージ

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
判
断
力
を

組
み
合
わ
せ
た

連
想
デ
ー
タ
モ
デ
ル
が

最
大
の
武
器
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作
業
者
で
も
正
確
な
デ
ー
タ
を
選
択
す

る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
に
裏
付
け
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
の
正
確

性
と
独
創
性
、
人
間
の
直
感
や
匠
（
た

く
み
）の
技
術
力
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
に
な
り
ま
す
。

―
自
動
車
産
業
で
の
導
入
実
績
は

　

独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
を
は
じ

め
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
多
数
の
完
成
車
メ
ー

カ
ー
に
導
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。
日
本

企
業
で
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
や
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
な
ど
で
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。主
に
生
産
工
程
で
導
入
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
の

米
国
拠
点
で
は
品
質
検
証
工
程
に
導
入

さ
れ
、
工
数
の
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
で
は
塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
に
装
着
し

た
セ
ン
サ
ー
か
ら
個
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
ご

と
の
作
業
内
容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
し
、
最
適
か
つ
正
確
な
稼
働
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
建
機
メ
ー
カ
ー
の
コ
マ

ツ
で
は
、
建
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
異
常

を
瞬
時
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、独
自
の
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
で
デ
ー
タ
転
送
量
を
抑
え

て
い
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
帯
域
が

大
き
く
な
い
環
境
で
も
安
定
し
て
デ
ー

タ
を
収
集
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
興
国
な
ど
イ

ン
フ
ラ
が
不
安
定
な
場
所
で
も
導
入
で

時
に
得
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
企
業

が
集
め
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
部
門

や
製
品
、
顧
客
な
ど
で
カ
テ
ゴ
ラ

イ
ズ
さ
れ
て
お
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
ま
た
い
だ
デ
ー
タ
連
携
が
取
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
自
動

車
業
界
で
は
、
例
え
ば
生
産
、
開

発
、
営
業
、
調
達
、
購
買
な
ど
、

部
門
ご
と
で
し
か
認
知
、
共
有
で

き
て
い
な
い
デ
ー
タ
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
連
動
を
半
自
動
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
は

　

作
業
者
の
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー

や
作
業
レ
ベ
ル
に
左
右
さ
れ
ず
活

用
で
き
る
点
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
半
自
動
で
デ
ー
タ
を
提
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
内
容
に
応
じ
て
最
適

な
種
類
の
グ
ラ
フ
化
を
容
易
に
図
れ
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が

仮
説
に
基
づ
い
て
画
面
上
に
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
、
経
験
が
浅
い

データを横軸でひも付けることで従来は見つけられなかった新データを生み出す
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の
新
サ
ー
ビ
ス
に
デ
ー
タ
が
生
き
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
市
場
の
リ
ア

ル
な
デ
ー
タ
を
開
発
に
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
日
本
市
場
で
の
展
望
は

　

こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
日
系
企
業
は

既
存
技
術
を
使
っ
て
新
技
術
や
新
製
品

を
開
発
す
る
こ
と
は
得
意
で
す
が
、
ゼ

ロ
の
状
態
か
ら
新
し
い
価
値
を
創
出
す

る
の
が
苦
手
な
企
業
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
あ
ま

り
高
く
な
い
人
材
が
管
理
者
や
責
任
者

に
就
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
の

２
点
で
顧
客
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と
自

信
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
使
い
こ
な

す
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
合
わ

せ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

自
動
車
産
業
か
ら
の
引
き
合
い
が

年
々
増
え
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら

に
伸
長
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
現
場
を

離
れ
て
作
業
す
る
機
会
が
増
え
た

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

―
近
年
増
え
て
い
る
ニ
ー
ズ
は

　

業
界
を
問
わ
ず
、
顧
客
分
析
に
活
用

し
た
い
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
業
界
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
過
程
か
ら
課
金

を
始
め
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
で
利
用
件
数
が
増
え
て
い
る
の
か
を

分
析
し
、
売
り
上
げ
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
自
動
車
業
界
だ
と
、
例
え
ば

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
は
、
各
時

間
帯
で
の
ユ
ー
ザ
ー
特
性
や
人
気
の
車

種
な
ど
の
デ
ー
タ
を
横
軸
で
分
析
す
る

こ
と
で
、
最
適
な
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
は
、
新
型
車
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を見据えて
Ask about the next generation次代

こ
と
も
あ
り
、
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
改

め
て
見
直
さ
れ
だ
し
ま
し
た
。
生
産
や

管
理
の
領
域
か
ら
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

商
品
開
発
に
至
る
ま
で
、一
貫
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
強
み
に
、

日
本
市
場
で
存
在
感
を
出
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最適な種類のグラフを半自動で作成

今井さんは「生産管理から開発領域まで幅広
くサービス提供できる点が強み」と話す
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先端技術の開発は大学が担い実用化や量産化を民間企業がリードする形で新技術を生み出す
（写真は環境省が実施するCNFプロジェクトのコンセプトカー）

産学連携を活用した製品開発や人材育成などが盛んになっている。先端技
術の開発を学術機関が、実用化に向けた開発を民間企業がそれぞれリード
して強みを生かした研究が可能になるからだ。自動車産業はCASE（コネ
クテッド、自動運転、シェアリング、電動化）に関する技術革新が、従来
よりもはるかに速く進んでいる。開発領域もハードウエアだけではなくソ
フトウエアへと広がっている。産学連携はCASE対応を進める選択肢の一
つとなっている。

活
発
化
す
る
産
学
連
携
に
よ
る
研
究
・
製
品
開
発

～
産
学
互
い
の
強
み
を
生
か
し
開
発
を
促
進
～　

大
学
と
の
連
携
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
デ

ン
ソ
ー
と
東
京
工
業
大
学
（
東
工

大
）
は
包
括
的
な
協
定
を
結
び
、

共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
０
年
４
月
に
「
デ
ン
ソ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
協
働
研
究
拠
点
」
を

設
置
。
産
学
連
携
で
新
規
事
業
開

拓
か
ら
社
会
実
装
ま
で
総
合
的
な

共
同
研
究
を
推
進
す
る
「
東
京
工

業
大
学
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
機
構
」
の
支
援
で
研
究
を
進
め

て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
関
連
の
開
発

を
加
速
さ
せ
る
の
が
狙
い
で
、
同

大
の
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京

都
目
黒
区
）
内
に
専
用
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
た
。

　

両
者
は
こ
れ
ま
で
に
車
載
コ
ン

連
携
方
法
は

研
究
室
単
位
か
ら

学
校
全
体
ま
で
さ
ま
ざ
ま
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事
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
開
発
を

行
っ
て
い
る
。
電
動
二
輪
車
向
け

モ
ー
タ
ー
を
静
岡
大
学
の
朝
間
淳

一
准
教
授
の
研
究
室
な
ど
と
の
共

同
研
究
を
通
じ
て
開
発
し
た
。
19

年
か
ら
「
ア
キ
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ッ
プ

モ
ー
タ
ー
」の
共
同
研
究
を
進
め
、

二
つ
の
ス
テ
ー
タ
ー
で
一
つ
の

ロ
ー
タ
ー
を
挟
み
込
む
構
造
と
す

る
こ
と
な
ど
で
、
同
サ
イ
ズ
の

モ
ー
タ
ー
に
比
べ
て
約
1.7
倍
の
ト

ル
ク
密
度
を
達
成
し
た
。
今
後
は

イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
の
大
規
模
市

場
に
あ
る
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
へ
の

販
売
も
期
待
で
き
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
を
実
現
す
る
一
つ
の

要
素
に
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
進

化
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
は
い
ま
や
製
品

以
外
に
工
場
の
生
産
性
改
善
に
も

活
用
さ
れ
て
お
り
、
モ
ノ
づ
く
り

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
重
要
な

技
術
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
熱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
や
実
装
技
術
な
ど
で
共
同
研

究
を
進
め
て
き
た
が
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

に
対
応
す
る
共
同
研
究
を
加
速
さ

せ
る
た
め
に
よ
り
包
括
的
な
協
定

を
結
ん
だ
。
共
同
研
究
拠
点
で
は

車
両
用
部
品
の
放
熱
技
術
に
関
す

る
応
用
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
電
子
や
半
導
体
、
電
気
、
機

械
、
通
信
な
ど
専
門
分
野
が
異
な

る
研
究
者
と
新
テ
ー
マ
の
発
掘
を

含
め
た
共
同
研
究
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
両
者
の
人
材
で
構
成
す
る

専
任
チ
ー
ム
も
設
け
、
研
究
成
果

の
社
会
実
装
や
他
社
と
の
連
携
に

よ
る
事
業
開
発
な
ど
を
目
指
す
。

そ
の
ほ
か
子
会
社
の
デ
ン
ソ
ー
ア

イ
テ
ィ
ー
ラ
ボ
ラ
ト
リ
も
東
工
大

情
報
理
工
学
院
に
「
デ
ン
ソ
ー
Ｉ

Ｔ
ラ
ボ
認
識
・
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
共
同
研
究
講
座
」
を
設
け
て
、

デ
ン
ソ
ー
グ
ル
ー
プ
全
体
で
東
工

大
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　

大
学
研
究
室
と
の
連
携
の
ケ
ー

ス
で
は
、
エ
フ
・
シ
ー
・
シ
ー
が

地
元
大
学
と
の
共
同
研
究
で
新
規

　

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
は
産
学

連
携
で
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
を

始
め
る
。
東
工
大
と
連
携
し
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
Ａ
Ｉ
や
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
講
座
を
若
手
エ

ン
ジ
ニ
ア
向
け
に
開
講
す
る
。
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
の
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
活
用
を
見
据
え
た
も

の
で
、
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
を
強
化
し
て
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
と
融
合
さ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
へ
の
転
換
に
つ
な
げ
る
。
講
座

は
東
工
大
の
大
学
院
生
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
同
社
エ
ン
ジ
ニ
ア
向
け

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
処
理
や
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深

層
学
習
）
な
ど
基
礎
教
育
と
社
会

課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
応
用
的
な

内
容
も
盛
り
込
む
。
20
年
度
以
降

も
常
設
講
座
と
す
る
予
定
で
、
産

学
連
携
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
を
進
め
る
方
針
だ
。

　

自
動
運
転
関
連
の
技
術
開
発
で

は
、
自
動
運
転
の
社
会
実
装
に
取

り
組
む
群
馬
大
学
（
群
馬
大
）
の

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
実
装
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
）

が
バ
ス
事
業
者
や
部
品
メ
ー
カ
ー

と
の
共
同
研
究
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
は
公
的

機
関
と
し
て
最
大
規
模
の
自
動
運

転
車
の
試
験
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
道

路
環
境
を
再
現
で
き
る
設
備
や
施

設
で
あ
る
。

　

群
馬
大
は
バ
ス
事
業
者
と
は
営

業
路
線
を
使
っ
て
有
料
営
業
の
実

証
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

Ａ
Ｉ
や
実
証
試
験
を

軸
に
し
た
産
学
連
携
例

エフ・シー・シーは産学連携で電動二輪車向けモーターを開発
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年
に
一
度
の
大
変
革
期
」
に
お
け

る
技
術
革
新
を
進
め
る
中
で
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
社
長
が

宣
言
し
た
よ
う
に
「
自
動
車
を
つ

く
る
会
社
」
か
ら
「
モ
ビ
リ
テ
ィ

カ
ン
パ
ニ
ー
」
へ
の
変
化
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
自
動

運
転
車
を
使
っ
た
移
動
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
変
化
に

対
応
し
、
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
も

自
動
車
用
部
品
を
つ
く
る
だ
け
で

は
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
技
術
を
確
立
し
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
自
動
車
産
業
で

の
競
争
力
の
源
泉
に
な
っ
て
く
る

と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
と
き
に

自
動
運
転
領
域
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｓ
の
よ
う
な
大
規
模
な
研
究
拠

点
と
連
携
し
、
新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
選
択
肢

の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
の
小
木
津
武
樹

副
セ
ン
タ
ー
長
も
「
自
動
運
転
は

走
行
制
御
技
術
に
意
識
が
集
中
し

が
ち
で
、
社
会
実
装
す
る
と
き
の

か
、
メ
ー
カ
ー
で
は
住
友
ゴ
ム
工

業
と
タ
イ
ヤ
周
辺
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
を
目
指
し
共
同
研
究
に
取
り
組

み
、
自
動
運
転
車
の
タ
イ
ヤ
空
気

圧
な
ど
を
遠
隔
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
検
証
を
進
め
て
い
る
。
自
動

運
転
車
を
活
用
し
た
バ
ス
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
は
じ
め
、
無
人
運
転
車

を
安
全
に
運
行
す
る
に
は
欠
か
せ

な
い
技
術
に
な
っ
て
く
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
「
１
０
０

代
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
期
待
さ

れ
る
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
ー

（
Ｉ
Ｗ
Ｍ
）
の
研
究
開
発
で
も
産

学
連
携
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
東

京
大
学
の
藤
本
博
志
准
教
授
の
研

究
室
は
、
Ｅ
Ｖ
を
航
続
距
離
に
不

安
が
な
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
す
る
た

め
、
走
行
中
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電

が
可
能
な
Ｉ
Ｗ
Ｍ
搭
載
車
と
イ
ン

フ
ラ
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
や
日
本
精
工
ら
と
の

共
同
研
究
チ
ー
ム
で
、
19
年
10
月

に
は
駆
動
モ
ー
タ
ー
と
電
力
関
連

装
置
な
ど
を
す
べ
て
ホ
イ
ー
ル
内

に
収
納
し
た
Ｉ
Ｗ
Ｍ
を
披
露
し

た
。
こ
の
受
電
コ
イ
ル
を
内
側
に

設
け
た
Ｉ
Ｗ
Ｍ
の
開
発
に
は
部
品

周
辺
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
機
会
が

な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の

た
め
治
安
や
防
災
、
保
険
、
観
光
、

医
療
、
福
祉
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
と
の
連
携

を
想
定
し
、
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
が
基

点
と
な
り
「
周
辺
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
自
動
運

転
領
域
に
招
き
入
れ
る
」
こ
と
で

自
動
運
転
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
「
よ

ろ
ず
屋
」
と
い
う
立
場
を
掲
げ
て

い
る
。

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
次
世

実
証
研
究
で
存
在
感
を

増
す
大
学
研
究
室

群馬大の「次世代モビリティ社会実装センター」は
企業と自動運転関連技術の共同研究を見据える

東京大学の研究室はインホイールモーター開
発で民間企業と連携。実用化を加速させる
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イ
オ
ン
電
池
は
関
連
企
業
が
集
積

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
拠
点
内

に
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
と
同
様
の

材
料
の
製
造
か
ら
評
価
、
電
池
の

試
作
・
評
価
が
で
き
る
設
備
を
備

え
て
い
る
。
参
加
企
業
は
大
学
教

授
の
専
門
的
な
知
見
や
専
用
設
備

を
使
え
る
利
点
が
あ
り
、
技
術
相

談
な
ど
か
ら
共
同
研
究
に
発
展
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　

最
近
で
は
大
学
研
究
室
が
、
自

動
車
の
自
動
運
転
や
新
素
材
の
実

用
化
に
向
け
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
内

閣
府
が
主
導
す
る
自
動
運
転
の
実

証
実
験
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
協
調
型

シ
ス
テ
ム
の
環
境
整
備
に
必
要
な

セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
収
集
と
検
証

を
金
沢
大
学
が
任
さ
れ
て
い
る
。

都
内
の
臨
海
副
都
心
エ
リ
ア
と
羽

田
空
港
エ
リ
ア
、
両
エ
リ
ア
を
つ

な
ぐ
高
速
道
路
で
実
施
さ
れ
る
同

実
証
実
験
は
国
内
・
海
外
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、

大
学
な
ど
が
参
加
し
て
お
り
、
約

１
０
０
台
の
自
動
運
転
車
が
走
行

す
る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
ま
た
、
埼
玉
工
業
大
学
な
ど

も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
改
造
し
た
自

動
運
転
車
で
参
加
し
て
い
る
。

　

鉄
鋼
以
上
の
強
度
を
持
ち
な
が

ら
重
さ
は
５
分
の
１
の
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）

は
、
車
体
軽
量
化
に
大
き
く
期
待

が
持
て
る
新
素
材
だ
。
そ
の
Ｃ
Ｎ

Ｆ
の
実
用
化
を
目
指
す
環
境
省
の

メ
ー
カ
ー
の
力
が
生
か
さ
れ
て
い

る
。
従
来
は
コ
イ
ル
を
内
側
に
置

く
と
金
属
製
の
ホ
イ
ー
ル
や
タ
イ

ヤ
内
部
の
補
強
用
材
料
が
加
熱
さ

れ
て
走
行
不
可
と
な
る
課
題
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
が
持
つ
タ
イ
ヤ
骨
格
部
へ
の
有

機
素
材
の
利
用
や
ホ
イ
ー
ル
を
樹

脂
製
に
転
換
す
る
技
術
を
用
い
て

解
決
し
た
。

 

同
研
究
で
は
こ
う
し
た
部
品

メ
ー
カ
ー
の
知
見
を
幅
広
く
募
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
給
電
イ
ン

フ
ラ
を
含
む
基
本
特
許
を
公
開
す

る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
て
い

る
。
参
加
企
業
を
増
や
す
こ
と
で

早
期
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　

自
治
体
や
研
究
機
関
、
企
業
が

一
体
と
な
り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
発

展
に
注
力
す
る
例
も
あ
る
。
福
井

県
で
は
「
ふ
く
い
産
学
官
共
同
研

究
拠
点
」
を
設
置
し
、
企
業
か
ら

の
技
術
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い

る
。
自
動
車
の
電
動
化
の
キ
ー
デ

バ
イ
ス
の
一
つ
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
京
都
大
学
が
け

ん
引
し
て
い
る
。
19
年
の
東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
コ
ン
セ
プ
ト

カ
ー
を
展
示
（
20
ペ
ー
ジ
写
真
）。

Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
１
０
０
％
使
用
し
た

ル
ー
フ
レ
ー
ル
や
エ
ン
ジ
ン
カ

バ
ー
の
ほ
か
、
樹
脂
と
の
複
合
素

材
で
ル
ー
フ
パ
ネ
ル
や
バ
ッ
ク
ド

ア
ウ
イ
ン
ド
ー
な
ど
を
製
作
。
鉄

鋼
を
使
用
し
た
場
合
に
対
し
て

10
％
以
上
の
軽
量
化
に
つ
な
げ

た
。

　

こ
う
し
た
先
端
技
術
の
開
発
で

先
行
す
る
大
学
の
知
見
を
活
用
で

き
れ
ば
、
中
長
期
的
に
自
動
車
産

業
に
必
要
な
展
望
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
産
学
で
の
共
同
研
究
は

従
来
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

大
変
革
期
に
対
応
す
る
活
路
を
大

学
と
の
共
同
研
究
で
見
出
す
こ
と

も
で
き
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社

も
こ
う
し
た
産
学
連
携
の
動
向
を

随
時
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、
来
る

べ
き
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
時
代
に
備
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

国家プロジェクトでも大学研究室の存在感は増している
（写真は自動運転の大規模プロジェクト）

先
端
技
術
で
先
行
す
る

大
学
の
知
見
を
生
か
す
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「新型コロナウイルスとの戦い」
JAPIA 北米代表　河島 哲則

vol.141
北米だより

に
こ
の
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。

　

部
品
や
ク
ル
マ
を
再
び
作
り
始
め
る
挑

戦
の
先
に
は
、
経
済
、
雇
用
が
落
ち
込
ん

だ
社
会
に
果
た
し
て
自
動
車
の
需
要
が
あ

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
課
題
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。
米
国
で
も
失
業
率
が
４
月
末
に

14
・
７
%
に
達
し
ま
し
た
。
米
国
労
働
省

は
「
実
態
は
20
%
近
い
」
と
発
表
し
、「
５

月
末
に
は
23
%
に
達
す
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
見
通
し
も
出
し
ま
し
た
。
こ
の
状
態
で

消
費
者
は
ク
ル
マ
を
買
い
た
い
と
思
っ
て

　

中
国
か
ら
始
ま
っ
て
欧
州
や
ア
ジ
ア
各

国
へ
広
が
り
、
や
が
て
北
米
大
陸
に
も
押

し
寄
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
今
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
南
米
諸
国
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
感
染
が
早
く
起
こ
っ
た
地

域
か
ら
順
に
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ

徐
々
に
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
北
米
の
自
動
車
産
業
も
中
国
、
欧
州

に
続
い
て
多
く
は
５
月
中
旬
か
ら
生
産
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
界
中
に
広
が
っ
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
く
が
全
停
止
し
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
の
再
始
動
は
、
現
在
も
感
染

拡
大
中
の
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
調
整
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
素
材
、

部
品
生
産
か
ら
完
成
車
組
立
ま
で
す
べ
て

の
工
程
に
お
い
て
労
働
者
を
ウ
イ
ル
ス
感

染
か
ら
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来

の
よ
う
に
従
業
員
が
隣
り
合
わ
せ
で
仕
切

り
な
し
の
状
態
で
は
作
業
で
き
ま
せ
ん
。

出
勤
時
の
体
温
計
測
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
業
務
形
態
で

の
操
業
が
行
わ
れ
る
姿
は
、
ま
る
で
壮
大

な
実
験
場
の
よ
う
で
す
ら
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
て
自
動
車
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
っ
て
き
た
よ
う

く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

先
行
き
は
不
安
材
料
ば
か
り
の
よ
う
な

自
動
車
産
業
で
す
が
、
米
国
市
場
に
は
少

し
だ
け
明
る
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
大
都
市
以
外
の
地
域
で
す
。
こ
れ
だ
け

自
動
車
の
販
売
が
落
ち
込
ん
だ
の
に
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
の
販
売
は
そ

れ
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

米
国
の
大
都
市
部
を
除
く
地
域
で
は
ト

ラ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
が

多
く
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
雇
用
が
回
復
す
る
に
連
れ
て
そ
の
他

の
種
類
の
ク
ル
マ
も
溜
ま
っ
た
需
要
を
取

り
戻
せ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
大
都
市
部
に
通
勤
す
る

人
々
で
す
。
従
来
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
い
る
彼
ら
は
、
今
後
少
な
く
と
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
か
特

効
薬
が
で
き
る
ま
で
バ
ス
や
地
下
鉄
の
利

用
を
避
け
る
た
め
、
自
ら
ク
ル
マ
を
所
有

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
す
る
意
見
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
新
し
い
購
買
層
と
な
り

そ
う
で
す
。

　

ど
ん
な
不
景
気
も
必
ず
い
つ
か
終
わ
り

が
来
ま
す
。
そ
の
時
人
々
が
欲
し
が
る
の

は
ど
ん
な
ク
ル
マ
で
し
ょ
う
か
。

自動車工場でもマスク着用やソーシャルディスタンシングが求められるようになった

（
注
）
本
稿
は
５
月
31
日
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
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自
動
車
業
界
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
は
日
本
自
動
車
工
業
会
（
自

工
会
、
豊
田
章
男
会
長
）
と
連
携

し
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
と
部
品
メ
ー

カ
ー
の
垣
根
を
超
え
た
協
力
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
。
業
界
統
一
ル
ー
ル

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

よ
る
関
税
削
減
を
利
用
す
る
際
に
必

要
な
原
産
地
証
明
関
連
業
務
の
負
担

を
軽
減
す
る
自
動
車
業
界
標
準
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
（
ジ
ャ
フ
タ

ス
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｆ
Ｔ
Ａ　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
）」、
各
種
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
９
月
に
導
入

し
ま
す
。
同
シ
ス
テ
ム
は
原
産
地
証

明
の
調
査
依
頼
を
受
け
る
部
品
メ
ー

カ
ー
の
声
を
反
映
さ
せ
、
効
率
的
か

つ
迅
速
、
確
実
な
調
査
実
施
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
で
す
。
自
動
車

JAFTASの模式図

自動車部品メーカーの
輸出入業務をサポート

報告：国際委員会 FTA・通商部会
　　　国際物流ワーキンググループ

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

JAFTAS(Japan Automotive FTA System) 
自動車業界標準システム

クラウドシステム

④サポートデスク
(業務＆システム)①原産性調査依頼・回答

②原産性判定支援
③根拠書類作成・保管

完成車メーカー Tier1部品メーカー Tier２，３，４・・・

調査
依頼

結果
受領

(自社輸出分)

依頼
受領

結果
回答

(顧客依頼分)
依頼元(システム使用料負担) 依頼先(システム使用料負担無し)

自
動
車
業
界
標
準
シ
ス
テ
ム

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

今
年
９
月
に
開
設
予
定

JAPIAの
活動

EPAの活用
促進

第3回
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産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

中
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
に
向
け
た

環
境
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
共
同

で
使
え
る
原
産
性
調
査
支
援
シ
ス
テ

ム
で
、
自
工
会
と
協
力
し
て
シ
ス
テ

ム
開
発
の
委
託
先
の
選
定
を
行
い
ま

し
た
。
９
月
に
導
入
予
定
の
同
シ
ス

テ
ム
は
、原
産
性
調
査
の
依
頼
元（
自

動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
や
調
査
を
行

う
依
頼
先
（
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
）

の
双
方
に
お
け
る
業
務
負
担
を
軽
減

す
る
機
能
を
持
つ
の
が
特
徴
で
す
。

具
体
的
に
は
、
原
産
性
調
査
の
依
頼

と
回
答
、
原
産
性
判
定
の
支
援
、
根

拠
書
類
の
作
成
と
保
管
機
能
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
原
産
性
調
査
の
や
り

方
な
ど
や
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
利
用

方
法
な
ど
を
指
南
す
る
「
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
も
設
置
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
利
用
料
は
調
査
依
頼
元
が

負
担
す
る
仕
組
み
と
し
、
依
頼
先
の

費
用
負
担
は
発
生
し
な
い
よ
う
に
し

た
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

９月に開設されるJAFTAS公式サイト

こ
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
は
自
工
会
と

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
連
携
し
て
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

関
す
る
課
題
を
共
有
し
、
自
動
車
業

界
全
体
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ

成
果
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
国
際
物
流
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、

自
工
会
や
関
係
機
関
も
巻
き
込
ん
で

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
活
用
促
進
に
向
け
た
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
背

景
に
あ
る
の
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
さ
ら
な

る
活
用
促
進
に
向
け
て
障
壁
と
な
っ

て
い
た
原
産
性
調
査
の
難
し
さ
と
自

動
車
業
界
特
有
の
課
題
で
す
。

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用
す
る
た

め
に
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
相
手
国
内
で
一
定

基
準
の
下
で
生
産
、
加
工
さ
れ
た
こ

と
を
証
明
す
る
「
特
定
原
産
地
証
明

書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
発
給
数
は
年
々
増
加
し
、
自

動
車
業
界
で
は
２
０
０
５
年
に
発
効

し
た
日
本
・
メ
キ
シ
コ
協
定
か
ら
Ｅ

Ｐ
Ａ
活
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
で
は
自
動
車
関
連
が
輸
出
全
体
の

自
工
会
や
関
係
機
関
と
と
も
に

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
活
用
促
進
を
推
進
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約
２
割
を
占
め
る
状
況
で
す
。

自
動
車
業
界
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用
す

る
意
義
は
極
め
て
大
き
く
、
関
税
削

減
に
よ
る
恩
恵
は
日
本
製
品
の
国
際

競
争
力
の
向
上
に
直
結
し
ま
す
。
例

え
ば
、
日
本
で
製
造
し
た
ガ
ソ
リ
ン

車
を
マ
レ
ー
シ
ア
で
販
売
す
る
場

合
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用
す
る
の
と
し
な

い
の
と
で
は
１
８
５
万
円
も
の
価
格

差
が
発
生
し
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
活
用

し
て
日
本
車
の
競
争
力
を
高
め
、
販

売
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
ひ
い

て
は
日
本
の
自
動
車
業
界
を
支
え
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
競
争
力

強
化
に
も
結
び
付
き
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
試

算
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
利
用
に
よ

り
調
査
全
体
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
約

４
割
削
減
で
き
、
こ
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
短
縮
に
よ
る
自
動
車
業
界
全
体
の

機
会
損
失
低
減
は
非
常
に
大
き
い
と

い
え
ま
す
。

た
だ
、
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向

け
て
は
、
原
産
性
調
査
の
難
し
さ
と

自
動
車
業
界
な
ら
で
は
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
の
国
際
物
流
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、

部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
の
困
り
ご
と
に

な
っ
て
い
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る
「
手

続
き
」「
負
荷
」「
知
識
」
と
い
う
三

つ
の
課
題
を
明
確
化
し
、
自
工
会
と

と
も
に
自
動
車
業
界
全
体
の
課
題
と

し
て
認
識
を
共
有
し
、
対
応
策
を
取

る
活
動
で
す
。

自
動
車
の
原
産
性
調
査
は
３
万
点

に
も
お
よ
ぶ
構
成
部
品
の
多
さ
、
階

層
が
深
く
多
様
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
な
ど
が
調
査
を
複
雑
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
依
頼
先
は
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
末
端
に
行
け
ば
行
く

ほ
ど
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
複
雑
な

原
産
地
証
明
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
、
対
応
で
き
る
人
員
も
限
ら
れ

る
の
が
実
情
で
す
。
調
査
依
頼
と
回

答
も
メ
ー
ル
が
中
心
で
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に

も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
自
動
車
業
界
特
有
の
課

部
品
点
数
が
多
く
、

階
層
が
深
い
自
動
車
業
界
特
有
の

課
題
解
消
を
図
る

１．18年度 活動報告
(1) 活動の背景

仕入先の立場で課題を整理し、サプライチェーン全体で標準的、
且つ、効率的な業務プロセスを確立したい(17/2自工会に活動を提案)

ノウハウ 調査負荷/証明責任

自動車業界全体
部工会サプライチェーン完成車メーカー

海外現法 部工会企業
（Tier1）

顧客輸出分 自社輸出分

仕入先
（Tier2）

仕入先
（Tier3）

※完成車メーカーからの調査依頼 <2017年 当時>
情報提供 証明方法 平準化 効率化 平準化
原産地規則 品名 証明の種類 再調査 調査頻度 調査L/T 内示提供 帳票/ツール

評価
基準

依頼から
詳細提供

インボイス名称
日商受理可能な
品名提供

同意通知書、
サプライヤー証明
書の選択式

流動品に限定した
再調査依頼 納期調整可否 年間計画提示

複数国/回
同意通知書の
有効活用

共通システムで
標準化

Ａ社 ○ △ ○ ○ 12回/年 交渉可 なし なし エクセル/PDF
メール

Ｂ社 △ △ ○ - - 短納期 なし なし エクセル/PDF
メール

Ｃ社 Ｘ △ ○ ○ 1回/年 短納期 なし あり Webシステム

Ｄ社 ○ △ 全て同意通知書 - 不定期 短納期 なし なし エクセル
メール

Ｅ社 △ △ 全て同意通知書 - 不定期 短納期 なし なし エクセル
メール

標準化

【EPA活用の構図】
(◎)原産性調査・回答

(◎) (◎) (◎)
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題
を
解
消
し
、
自
動
車
業
界
全
体
と

し
て
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
を
図
る
環

境
整
備
を
進
め
て
き
た
の
で
す
。
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
導
入
は
も
と
よ
り
、
そ

の
前
提
と
な
る
自
動
車
業
界
を
統
一

し
た
ル
ー
ル
作
り
も
そ
の
一
環
と
な

り
ま
す
。

自
動
車
業
界
全
体
の
共
通
シ
ス
テ

ム
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
を
活
用
す

る
た
め
に
も
業
界
統
一
ル
ー
ル
が
不

可
欠
で
、
国
際
物
流
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
自
工
会
と
と
も
に
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
な
ど
調
査
依
頼
元
ご
と

に
異
な
っ
て
い
た
調
査
方
法
や
回
答

方
法
の
統
一
、
調
査
依
頼
頻
度
の
平

準
化
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
部
品

メ
ー
カ
ー
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と

い
っ
た
標
準
化
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

ま
さ
に
部
品
メ
ー
カ
ー
が
原
産
性

調
査
を
行
う
際
の
困
り
ご
と
を
解
消

す
る
仕
組
み
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
、
そ

仕入先(企業全体へ)の理解を深め、
EPA活用促進の基盤づくり

【検討案】仕入先支援強化 ～協力を引出す安心サポート～
<相談窓口の設置による継続支援>

業界で取組んだ標準化活動の意図を説明し、
仕入先の理解を深め、協力を引出す

安心してEPAが活用できる環境づくり
※業界標準システム導入と併せサービス検討

 仕入先が原産性判定する過程での質問対応や、
判定結果の審査を行う機関の設置
(第三者機関)

 根拠書類の保管、検認対応のサポート
 調査依頼者が調査費用を負担

調査依頼者 仕入先仕入先仕入先

クラウド
サービス

調査
依頼 チェック前

証明書
チェック

チェック済み

専門家
サポート

保管確認証審査機能

相談窓口
(OJT)

<仕入先への協力要請/アプローチ変更>
①自・部工会で標準化したガイドライン、
運用マニュアルの展開(政府/日商)

各社
説明会

合同
説明会

(同じ舞台)

②政府支援を引出し、実践的な教育
(ワークショップ)や経営者層への
EPA活用促進セミナーの開催

➢ 実務担当者を対象に、
実践的教育の機会を提供

➢ 企業競争力を高める為
EPA活用促進の必要性を
経営者層に理解

③困ったときのタイムリーな教育・支援
(ＯＪＴ)

<イメージ図>

の
ル
ー
ル
に
則
っ
た
調
査
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ｓ
並
び
に
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

９
月
に
導
入
予
定
の
自
動
車
業
界

標
準
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
こ
れ
に
先

立
ち
、
７
月
17
日
に
は
日
本
貿
易
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
が
主
催
し
、

自
工
会
と
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
共
催
す
る

「
Ｅ
Ｐ
Ａ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
シ
ス
テ
ム
運
営

会
社
な
ど
が
中
心
と
な
り
、部
品
メ
ー

カ
ー
の
経
営
幹
部
や
実
務
者
向
け
の

説
明
会
や
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ｓ
操
作
説
明

会
を
開
催
し
、
自
動
車
業
界
標
準
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
活
用

促
進
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

将
来
的
に
は
電
機
関
連
や
商
社
な

ど
も
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
に
広
げ
、
自
動
車
産
業
は
も
と
よ

り
、
関
連
産
業
、
そ
し
て
日
本
の
モ

ノ
づ
く
り
力
の
強
化
に
も
つ
な
げ
る

考
え
で
す
。
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（一社）日本自動車部品工業会 中日本支部
環境部会　山崎 祐矢

（小島プレス工業㈱ 安全健康環境部 担当員）

日 時

2020年２月14日（金）
13：15～16：00

参加者

支部会員企業
14名（10社）

視察スケジュール

13：15～14：00　あいさつ・見学先概要説明
14：00～15：30　施設見学
15：30～16：00　まとめ・質疑応答

訪問
目的

リコーは『RE100』に参加表明するなど「環境保全」と「利益創出」を同時に実現すべく、
早くから環境経営に取り組んでいる業界の先進企業である。今回は、オープンイノベーション
を掲げ、自治体・企業・大学が連携した実証研究や環境関連事業を創出する拠点である『リコー
環境事業開発センター』を見学。センターではほかにもSDGs達成に向けたさまざまな取り
組みを実践しており、会員企業にとっても非常に参考になるものと思う。環境経営の考え方や
先進的な取り組みを見学し、中日本支部会員会社の環境保全活動に役立てていくことが狙い。

訪問先

　　　　　　　　 中日本支部 環境部会主催 

「㈱リコー リコー環境事業開発センター」

視察報告

【施設概要】
主に複写機生産のマザー工場であった御殿場工場を改装したセンターである。有休資産を有効活用
し、環境関連事業を創出する拠点を狙いに創業80周年の2016年４月に開所。敷地は約10万㎡、
人員は約750名。近くにスマートインターチェンジが開所される予定であり、一層の発展が期待さ
れるエリアでもある。センターのコンセプトは“循環”。大きく三つの機能を有している。

㈱リコー リコー環境事業開発センター
静岡県御殿場市駒門１-10
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（
機
能
１
）稼
ぐ
：
リ
ユ
ー
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

全
国
17
拠
点
を
6
拠
点
に
集
約
。
リ
ユ
ー

ス
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
両
方
を
併
せ
持
つ
の
は

当
セ
ン
タ
ー
の
み
で
あ
り
、
Ｏ
Ａ
機
器
業
界

で
は
世
界
最
大
規
模
の
拠
点
で
あ
る
。

（
機
能
２
）創
る
：
環
境
技
術
の

　
　
　
　
　
　
　
実
証
実
験
拠
点

　

主
な
環
境
事
業
テ
ー
マ
は
九
つ
で
あ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
や
照
明
・
空
調

制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど
注
目
す
べ
き
点
が
多

い
。

（
機
能
３
）魅
せ
る
：
環
境
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
発
信
基
地

　

積
極
的
に
社
外
へ
公
開
す
る
拠
点
と
し

て
、
年
間
４
千
人
超
の
来
場
が
あ
る
。
親
子

環
境
教
育
や
地
元
中
学
生
の
社
会
科
見
学
、

就
労
移
行
支
援
な
ど
社
会
貢
献
活
動
も
盛
ん

で
あ
る
。

⑴  

未
来
棟
：
シ
ア
タ
ー
Ｒ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

環
境
事
業
に
取
り
組
む
姿
勢
や
考
え
方
を

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
展
示
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
使
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
集
合

リ
コ
ー
環
境
事
業

開
発
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

施
設
見
学

写
真
の
撮
影
と
エ
コ
宣
言
を
行
っ
た
。
見
学

記
念
と
と
も
に
、環
境
活
動
が
〝
全
員
参
加
〟

の
活
動
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

⑵ 
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト

　

現
在
、
日
本
の
山
林
で
は
間
伐
材
が
放
置

さ
れ
、
森
林
保
全
の
阻
害
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
御
殿
場
地
区
の

森
林
保
全
と
地
域
創
生
、
リ
コ
ー
環
境
事
業

開
発
セ
ン
タ
ー
の
低
炭
素
化
を
実
現
す
る
た

め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活

用
し
て
い
る
。

　

プ
ラ
ン
ト
の
構
成
：
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
５
０
０
kW
（
1
基
）、
２
０
０
kW

（
1
基
）、吸
収
式
冷
凍
機
５
０
０
RT（
1
基
）、

チ
ッ
プ
置
き
場

　

間
伐
し
た
木
材
の
未
利
用
材
を
チ
ッ
プ
化

し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
。

温
水
を
作
り
、
給
湯
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
の
空
調
に
利
用
し
て
い
る
（
空
調

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
35
％
分
に
相
当
）。
素
晴
ら

し
い
点
は
、
地
方
公
共
団
体
や
林
業
関
係
者

と
連
携
し
、森
林
伐
採
計
画
か
ら
間
伐
、チ
ッ

プ
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
ま
で
を
ス
キ
ー
ム

の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

成
立
し
て
い
る
の
は
、
リ
コ
ー
が
需
要
家
と

し
て
安
定
的
に
チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
あ
る
。

　

森
林
保
全
の
健
全
化
だ
け
で
は
な
く
事
業

と
し
て
成
功
す
る
こ
と
が
鍵
で
あ
る
た
め
、

今
後
こ
の
よ
う
な
地
産
地
消
の
循
環
モ
デ
ル

が
増
え
る
と
良
い
と
感
じ
た
。

⑶ 

環
境
棟
：
リ
ア
ル
コ
メ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

　

前
述
し
た
（
機
能
１
）
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
あ
る
コ
メ
ッ
ト

サ
ー
ク
ル
は
、
リ
コ
ー
が
目
指
す
持
続
可
能

な
社
会
実
現
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
製
品

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
環
境
負
荷
を
減

ら
し
て
い
く
考
え
方
を
表
し
て
い
る
。

　

ル
ー
プ
が
ユ
ー
ザ
ー
（
内
側
）
に
近
い
ほ

ど
環
境
負
荷
が
低
く
、
経
済
効
率
が
高
く
な

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
リ
コ
ー
は
こ
の

ル
ー
プ
の
右
か
ら
左
へ
と
近
付
け
る
た
め

「
回
収
機
診
断
シ
ス
テ
ム
」「
ド
ラ
イ
メ
デ
ィ

ア
洗
浄
」
な
ど
八
つ
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
活
用
と
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

部
品
点
数
も
多
く
、
部
品
の
小
さ
さ
に
驚

い
た
。
手
作
業
も
多
く
想
像
以
上
に
手
の
込



32ISSUE 3 2020

ん
だ
作
業
で
あ
る
と
感
じ
た
。「
分
解
す
れ

ば
資
源
」
と
は
、
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
は

あ
る
が
、
実
践
し
て
い
る
会
社
は
多
く
な
い

よ
う
に
思
え
る
。〝
も
っ
た
い
な
い
〟
を
追

求
し
た
取
り
組
み
は
、
自
動
車
部
品
製
造
業

に
お
い
て
も
見
習
う
べ
き
点
が
多
い
と
感
じ

た
。

⑷ 

環
境
棟
：
そ
の
他

①�

「
回
収
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
」

　

建
屋
の
一
角
に
は
全
国
か
ら
回
収
し
た
コ

ピ
ー
機
、
複
合
機
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
天

井
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

無
人
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
回
収
機
入
出
庫
を

自
動
で
行
っ
て
お
り
、

入
出
庫
管
理
の
効
率

化
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
を

実
現
。
こ
れ
に
よ
り
、

６
人
→
２
・
５
人
に
省

人
化
し
て
い
る
。

　
〈
本
体
リ
サ
イ
ク
ル
エ
リ
ア
〉で
は
、金
属
・

樹
脂
部
品
の
分
別
、
自
動
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
本
体
清
掃
を
行
い
、
そ
の
後
〈
本
体
リ

ユ
ー
ス
組
立
エ
リ
ア
〉
を
経
て
、
再
生
機
と

し
て
完
成
を
迎
え
る
。

　
『
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｈ�

Ｍ
Ｐ�

Ｃ
３
０
０
３
Ｒ
Ｃ
』

モ
デ
ル
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
部
品
を
平
均
77
％

（
質
量
比
）
使
用
、新
造
機
と
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
比

較
で
環
境
負
荷

（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）

約
17
％
削
減
。
製

造
工
程
に
お
け
る

環
境
負
荷
（
同
）

約
62
％
削
減
を
達

成
し
て
い
る
。

②
環
境
未
来
技
術
エ
リ
ア

　

こ
こ
で
は
開
発
・
実
証
実
験
中
の
先
進
環

境
技
術
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
リ
コ
ー
独
自

開
発
の
太
陽
電
池
と
し
て
、
室
内
光
で
も
高

い
発
電
力
が
得
ら
れ
る
完
全
固
体
型
太
陽
電

池
（
色
素
増
感
太

陽
電
池
〔
Ｄ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
〕）
や
有
機
薄

膜
太
陽
電
池
（
Ｏ

Ｐ
Ｖ
）、
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
な

ど
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
市
場
を
見
据
え
た

研
究
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
循
環
型
リ
サ
イ
ク

ル
と
し
て
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
印
字
を
行
う
、

ラ
ベ
ル
レ
ス
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
多
種
多
様

な
技
術
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

の
進
展
に
期
待
が
掛
か
る
。

　

今
回
、
感
心
し
た
の
は
オ
フ
ィ
ス
機
器

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
自
社
の
環
境
負
荷
低
減

や
製
品
Ｌ
Ｃ
Ａ
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
街
や

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
と
も
に
解
決
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
が
セ
ン
タ
ー
全
体
か
ら
伝

わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
御
殿
場
市
と
は
エ
コ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
の
実
現
に
向
け
た
動

き
を
加
速
す
る
た
め
「
先
端
技
術
開
発
等
に

係
る
包
括
的
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る

と
い
う
。

　

私
た
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
本
業
に
お
け
る
環

境
負
荷
低
減
が
中
心
の
活
動
で
あ
り
、
リ

コ
ー
の
よ
う
に
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
教

育
・
研
究
機
関
へ
の
資
源
提
供
な
ど
産
学
官

三
位
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
実
践
で
き
れ

ば
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
感

じ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
と
て
も
有
意
義

な
見
学
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
対
し
〝
魅
せ
る
工
夫
〟

が
随
所
に
見
ら
れ
参
考
に
な
っ
た
。
前
述
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
加
え
、
フ
ロ
ア
で

は
実
際
に
人
の
動
き
や
室
内
環
境
を
監
視

し
、
照
明
・
空
調
を
最
適
に
制
御
す
る
シ
ス

所
感

テ
ム
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
階
段
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
る
昇
降
で
は
な
く
、

徒
歩
で
昇
降
し
た
場
合
の
環
境
負
荷
低
減
効

果
を
表
す
な
ど
、
視
覚
に
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
あ
り
良
か
っ
た
。
環
境
活
動
を
促
進
す

る
う
え
で
重
要
な
要
素
の
一
つ
は
〝
関
心
を

引
く
こ
と
〟
と

思
う
。
こ
の
点

も
肝
に
銘
じ
て

自
社
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き

た
い
。
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資本金
従業員
拠 点

代表者

13 億 7,015 万円
790 人
国内 17、海外 2

（タイ・中国）
代表取締役社長 
甲田 英毅

創業から半世紀
老舗システム
インテグレーター

「
Ｔ
-ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
」
は
特
徴
的
な
機
能
の
一

つ
で
、
手
間
の
掛
か
る
検
収
照
合
業
務
の
自

動
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
械
学
習
機

能
を
活
用
し
た
自
動
照
合
に
よ
り
、
検
収
書

と
売
り
上
げ
デ
ー
タ
や
請
求
書
と
仕
入
れ

デ
ー
タ
の
照
合
時
間
や
違
算
処
理
の
作
業
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
。
特
定
の
人
に
依
存
す

る
こ
と
な
く
煩
雑
な
業
務
を
正
確
か
つ
迅
速

に
行
え
る
、
省
力
化
と
省
人
化
に
貢
献
す
る

シ
ス
テ
ム
だ
。

 

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
※
、カ
ラ
ー
コ
ー
ド
、バ
ー
コ
ー

ド
Ｑ
Ｒ
一
括
読
み
取
り
、
画
像
処
理
の
マ
ル

チ
ス
キ
ャ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
現
物
資

産
管
理
シ
ス
テ
ム「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

は
、
パ
レ
ッ
ト
や
カ
ゴ
車
、
通
い
箱
な
ど
の

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
物
流
容
器
の
紛
失
防
止
対
策

や
生
産
計
画
に
応
じ
た
容
器
管
理
に
貢
献
す

る
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
シ
ス
テ
ム
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
導
入
可
能
だ
。
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

物
流
容
器
管
理
の
ほ
か
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
金
型
管
理
や
倉
庫
管
理
、
工
程
管
理

に
も
展
開
で
き
る
。
マ
ル
チ
ス
キ
ャ
ン
エ
ン

ジ
ン
に
よ
る
業
務
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な

く
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
た

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー（
生
産
履
歴
の
追
跡
）

の
強
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
も
加
速
す
る
。

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
が
ル
ー
ツ

部
工
会
に
は
今
年
６
月
入
会

　

東
計
電
算
（
と
う
け
い
で
ん
さ
ん
）
は

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
東
京
濾
器
の
機
械

計
算
課
を
母
体
に
設
立
、
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
開
発
・
運
用
な
ど
を
手
掛
け
て

い
る
。
今
年
４
月
に
創
業
50
周
年
を
迎
え
、

製
造
業
を
は
じ
め
物
流
や
貿
易
、
会
計
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
特
化
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す
る
。

 

今
年
６
月
、部
工
会
に
入
会
し
た
同
社
は
、

自
動
車
部
品
業
界
に
精
通
し
た
製
品
を
生
み

出
し
て
い
る
。
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
向
け

基
幹
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
-ｍ
ｏ
ｃ
ｉ
ｏ
ｎ
」
は
、

半
世
紀
に
わ
た
る
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

さ
れ
た
純
国
産
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
（
統
合
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
）だ
。
販
売
・
生
産
管
理
モ
ジ
ュ
ー

ル
と
原
価
・
財
務
・
固
定
資
産
管
理
モ
ジ
ュ
ー

ル
で
構
成
さ
れ
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
融
合
に
よ
る
）
型
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
提
供
す
る
。
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に

完
全
特
化
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
試
作
管
理

や
金
型
管
理
、
原
価
管
理
な
ど
の
業
務
ご
と

に
モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
で
導
入
で
き
る
。

 

大
き
な
特
徴
は
、
海
外
製
の
シ
ス
テ
ム
に

な
い
日
本
の
自
動
車
業
界
の
商
習
慣
や
管
理

業
務
に
対
応
し
た
多
様
な
機
能
を
搭
載
す
る

点
に
あ
る
。
売
り
掛
け
の
照
合
な
ど
を
行
う

東計電算
会員企業ファイル㉟

本社
川崎市中原区市ノ坪150
URL
https://www.toukei.co.jp/

我が社
の逸品

物流容器管理のほか、金型管理や倉庫管理などにも展開可能

日本独自の商習慣や管理業務に対応するシステム

※�

無
線
通
信
を
用
い
て
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
取
り
付
け
た
対
象
物
を

識
別
・
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
部
品

本社
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資本金
従業員
生産拠点

代表者

500 万円
5 人
岐阜県美濃加茂市、
名古屋市西区
代表取締役社長 
堀江 由季

有
効
活
用
で
き
る
た
め
、
取
引
先
か
ら
の

依
頼
に
対
し
素
早
い
対
応
も
可
能
だ
。
Ｅ

ｎ
Ｍ
ａ
導
入
後
は
、
調
査
依
頼
に
対
す
る

即
時
集
計
、
即
時
報
告
が
可
能
と
な
り
、

取
引
先
か
ら
の
信
頼
度
ア
ッ
プ
に
も
貢
献

す
る
。

　

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
並
ぶ
同
社
の
柱
は
、

環
境
報
告
代
行
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
だ
。
デ
ー
タ
収
集
や
作
成
が
困

難
な
企
業
向
け
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
で
、
Ｉ

Ｍ
Ｄ
Ｓ
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
統
一

シ
ー
ト
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
）、
ｃ
ｈ

ｅ
ｍ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
Ａ
※
、
Ｊ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

（
グ
リ
ー
ン
調
達
調
査
共
通
化
協
議
会
）

を
は
じ
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

も
対
応
。
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
年
間
契
約
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

　
「
国
内
で
競
業
が
少
な
く
、
知
識
、
経

験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
が
強
み
」
と
堀
江
由
季
社
長
は

強
調
す
る
。
顧
客
は
大
手
企
業
を
中
心
に

１
０
０
社
を
超
え
、
顧
客
か
ら
の
紹
介
も

増
え
て
い
る
と
い
う
。
現
在
は
環
境
報
告

の
実
務
担
当
者
向
け
に
「
環
境
報
告
実
務

駆
け
込
み
寺
」の
サ
イ
ト
を
開
設
。ニ
ュ
ー

ス
や
掲
示
板
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
疑
問
点

や
不
安
を
解
消
で
き
る
と
あ
っ
て
好
評
を

得
て
い
る
。

化
学
物
質
管
理
ソ
フ
ト
を
開
発

部
工
会
に
は
今
年
入
会

　

シ
ン
ク
・
リ
ー
ド
は
、
化
学
物
質
管
理

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
、
化
学
物
質
管
理

代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
手
掛
け
る
企
業
。

自
動
車
部
品
業
界
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
部
工
会
に
は
今
年
入
会
し
た
。

　

創
業
は
２
０
０
９
年
。
化
学
物
質
管
理

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｅ
ｎ
Ｍ
ａ
（
エ
ン
マ
）」

を
販
売
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
。
環
境

報
告
実
務
は
企
業
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
あ
る
半
面
、
煩
雑
な
部
分
も
多
く
、
実

務
に
精
通
し
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
難

し
い
。
Ｅ
ｎ
Ｍ
ａ
は
シ
ン
プ
ル
か
つ
必
要

十
分
な
機
能
を
持
っ
た
化
学
物
質
管
理
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
り
、
初
心
者
で
も
実
務

を
こ
な
す
こ
と
が
可
能
だ
。
部
品
構
成
が

分
か
り
や
す
い
、
入
力
・
編
集
作
業
が
簡

単
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
情
報
が
そ
の

ま
ま
使
え
る
、
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
で
き

る
、
な
ど
が
特
長
で
あ
る
。

　

自
動
車
業
界
は
Ｉ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
テ
リ
ア
ル
・
デ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
）
と
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
／
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

統
一
シ
ー
ト
の
報
告
が
混
在
し
て
い
る

が
、
Ｅ
ｎ
Ｍ
ａ
は
両
方
の
フ
ァ
イ
ル
形
式

で
の
出
力
機
能
を
標
準
で
搭
載
。
各
集
計

の
結
果
は
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
読
み
込
み
、
加

工
が
可
能
な
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
で
も
書
き
出
し

が
で
き
る
の
で
、
他
ソ
フ
ト
と
の
連
携
も

し
や
す
い
。
登
録
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
を

本社
岐阜県美濃加茂市加茂野町加茂野 792-3
URL
http://www.think-reed.jp/ 自動車業界向け

環境負荷物質
管理システムを提供

シンク・リード

会員企業ファイル�名古屋事務所

我が社
の逸品

環境報告担当者向けサイト「環境報告実務駆け込み寺」

化学物質管理ソフト「EnMa（エンマ）」

※
ケ
ム
シ
ェ
ル
パ
：�

製
品
に
含
有
さ
れ
る
化
学
物
質
を
適
正
に
管
理
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
情
報
伝
達
を
可
能
に
す
る
情
報
伝
達
ス
キ
ー
ム



JAPIA NEWS 735号

36ISSUE 3 2020

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
石
塚
博
昭
理
事

長
）
は
３
月
16
日
、
高
速
道
路
の
本
線

へ
の
合
流
を
行
う
自
動
運
転
の
実
証
実

験
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。
内
閣
府

主
導
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
に
基
づ
く
も

の
。
道
路
側
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
や

無
線
装
置
（
写
真
）
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

か
ら
得
る
合
流
支
援
情
報
を
車
両
側
に

提
供
し
、
自
動
運
転
車
の
制
御
に
役
立

て
る
。
自
動
運
転
技
術
の
高
度
化
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
と
協
調
す
る
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
も
つ
な
げ
て
い
く
狙
い

だ
。

　

新
た
な
実
証
実
験
は
首
都
高
速
・
羽

田
線
の
空
港
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

活
用
し
て
実
施
す
る
。
自
動
運
転
車
が

一
般
道
か
ら
料
金
所
を
通
過
し
、
本
線

に
合
流
す
る
流
れ
で
行
う
。
こ
の
間
、

自
動
運
転
車
に
は
本
線
上
を
走
行
す
る

NEWS
1

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
自
動
運
転
で

高
速
合
流
実
証
実
験
開
始

車
両
情
報
に
加
え
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の

開
閉
状
態
な
ど
の
デ
ー
タ
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
の
無
線
装
置
を
通
じ
て
送
る
。

車
両
側
は
こ
れ
を
活
用
し
、
適
切
な
合

流
を
自
動
で
行
う
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
よ
る
と
、
一
般
道
か
ら

料
金
支
払
い
を
含
む
高
速
本
線
上
に
合

流
す
る
自
動
運
転
の
実
証
実
験
は
世
界

で
も
例
が
な
い
と
い
う
。
レ
ベ
ル
の
高

い
実
証
試
験
に
い
ち
早
く
取
り
組
む
こ

と
で
、
日
本
全
体
の
技
術
水
準
を
早
期

に
底
上
げ
し
て
い
く
。
ま
た
、
道
路
環

境
が
大
き
く
異
な
る
高
速
道
と
一
般
道

を
含
め
た
実
験
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に

つ
な
げ
、
将
来
的
な
自
動
運
転
の
領
域

拡
張
に
も
弾
み
を
付
け
る
。

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
は
３
月

31
日
、
乗
用
車
の
２
０
３
０
年
度
燃
費

基
準
を
策
定
し
た
と
発
表
し
た
。
同
年

度
の
燃
費
基
準
推
定
値
は
25
・４
㎞
／
ℓ

と
し
、
16
年
度
実
績
に
比
べ
て
32
・
４
％

の
燃
費
改
善
を
目
指
す
。
ま
た
、
新
た

な
規
制
対
象
と
し
て
、電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
を
加
え
る
。
新
基
準
の
導
入

で
エ
コ
カ
ー
の
普
及
を
促
進
し
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

　

燃
費
基
準
の
達
成
判
定
は
従
来
通

り
、企
業
別
平
均
燃
費
基
準（
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
）

方
式
で
行
う
が
、
内
燃
機
関
車
に
加
え

て
Ｅ
Ｖ
と
Ｐ
Ｈ
Ｖ
も
加
え
て
算
出
し
て

い
く
。
Ｅ
Ｖ
と
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

NEWS
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乗
用
車
、
30
年
度

燃
費
基
準
25
・
４
㎞
へ

消
費
効
率
の
測
定
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
電

力
の
製
造
過
程
も
考
慮
し
た
「
ウ
ェ
ル
・

ト
ゥ
ー
・
ホ
イ
ー
ル
」
の
考
え
方
で
評

価
す
る
こ
と
で
、
内
燃
機
関
車
と
同
等

の
評
価
を
可
能
に
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
表

示
事
項
は
１
年
間
の
経
過
措
置
期
間
を

設
け
、
21
年
４
月
か
ら
適
用
す
る
方
針

だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
備
え
、
自
動
車
業
界
が
医
薬
品
や
人

工
呼
吸
器
な
ど
の
生
産
協
力
に
乗
り
出

し
た
。
政
府
の
求
め
に
応
じ
、
原
材
料

や
部
品
の
供
給
、
組
み
立
て
、
人
員
の

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
対
策
品
の
増
産
に

協
力
す
る
。
各
社
は
海
外
で
現
地
政
府

の
要
請
に
応
じ
て
人
工
呼
吸
器
や
マ
ス

NEWS
3

自
動
車
業
界
が
医
療
器
具
の

生
産
協
力
に
乗
り
出
す

NEWS  TOP 5 3.〜5.2020

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（http://www.netdenjd.com/）」
（月額3500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

日産自動車の医療用フェイスシールド

道路上に設置されたセンサーや無線装置
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ク
の
生
産
協
力
を
す
で
に
始
め
て
い

る
。国
内
で
も
事
態
の
長
期
化
に
備
え
、

モ
ノ
づ
く
り
の
設
備
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
す
る
。

　

経
済
産
業
省
（
経
産
省
）
が
日
本
自

動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
な
ど
の
関
係

団
体
を
通
じ
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
防

護
服
、ゴ
ー
グ
ル
や
人
工
呼
吸
器
と
い
っ

た
感
染
症
対
策
品
の
増
産
協
力
を
４
月

４
日
ま
で
に
要
請
し
た
。
自
動
車
各
社

も
「
当
社
に
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
く
」（
日
産
自
動
車
）
と
前
向
き
に

応
じ
る
意
向
だ
。
原
材
料
や
部
品
の
供

給
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
含
む
組
み
立

て
設
備
の
提
供
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

へ
の
製
造
支
援
な
ど
、
各
社
ご
と
に
協

力
可
能
な
内
容
を
関
係
団
体
が
と
り
ま

と
め
、
経
産
省
が
要
請
品
目
ご
と
に
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
を
構
築

す
る
考
え
。
自
動
車
各
社
や
部
品
メ
ー

カ
ー
は
新
車
需
要
の
急
減
を
踏
ま
え
て

国
内
で
も
生
産
調
整
を
始
め
て
お
り
、

遊
休
設
備
や
浮
い
た
人
員
を
振
り
向
け

る
こ
と
も
検
討
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

米
国
で
は
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
や

フ
ォ
ー
ド
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
が
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
人
工
呼

吸
器
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
増
産
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
日
産
や
ホ
ン
ダ
、

ス
ズ
キ
な
ど
も
進
出
先
の
要
請
に
応
じ

る
形
で
協
力
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

日
本
で
も
３
月
下
旬
か
ら
感
染
者
数
が

急
増
し
て
お
り
、
事
態
の
長
期
化
に
備

え
て
同
様
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
た
。

　

登
録
車
と
軽
自
動
車
の
４
月
の
国
内

車
名
別
販
売
は
、
新
型
車
投
入
効
果
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
生
産
停
止
の
影
響
で
車
種
ご
と
に

明
暗
が
分
か
れ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
が
大
き

く
入
れ
替
わ
っ
た
。
ト
ヨ
タ
「
ヤ
リ
ス
」

NEWS
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４
月
国
内
販
売

「
ヤ
リ
ス
」が
登
録
車
首
位

や
ホ
ン
ダ
「
フ
ィ
ッ
ト
」
な
ど
の
新
型

車
が
伸
長
し
た
一
方
、
軽
自
動
車
を
主

力
と
す
る
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
や
ス
ズ
キ
が

４
月
に
入
り
一
部
で
工
場
の
稼
働
を
停

止
し
た
影
響
か
ら
台
数
を
落
と
し
、

ト
ッ
プ
10
位
の
う
ち
６
車
種
を
登
録
車

が
占
め
た
。
上
位
10
車
種
で
登
録
車
が

過
半
数
を
超
え
る
の
は
２
０
１
７
年
１

月
以
来
、
３
年
３
カ
月
ぶ
り
。
ヤ
リ
ス

は
前
モ
デ
ル
の
「
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
か
ら
数

え
る
と
、
13
年
８
カ
月
ぶ
り
に
登
録
車

首
位
に
返
り
咲
い
た
。

　

ホ
ン
ダ
の
軽
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ト
ワ
ゴ

ン
「
Ｎ
︲
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
エ
ヌ
ボ
ッ
ク
ス
）」

が
５
カ
月
連
続
で
ト
ッ
プ
を
維
持
し
た

も
の
の
、
前
年
同
月
比
27
・
６
％
減
と

な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

外
出
自
粛
に
よ
る
来
店
客
減
少
の
あ
お

り
を
受
け
た
。
同
車
を
生
産
す
る
鈴
鹿

製
作
所
の
稼
働
停
止
も
少
な
か
ら
ず
影

響
し
た
模
様
だ
。
総
合
２
位
で
登
録
車

の
１
位
は
ヤ
リ
ス
。
３
位
は
２
月
に
全

面
刷
新
し
た
フ
ィ
ッ
ト
で
、
発
売
ま
で

の
期
間
で
事
前
受
注
を
重
ね
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
同
32
・
５
％
増
と
大
幅
な

伸
び
を
見
せ
た
。

　

日
産
自
動
車
と
仏
ル
ノ
ー
、
三
菱
自

動
車
の
３
社
連
合
は
５
月
27
日
、
新
た

な
連
携
強
化
戦
略
を
発
表
し
た
。
従
来

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
有
化
を
ア
ッ

パ
ー
ボ
デ
ィ
ー
に
ま
で
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
商
品
セ
グ
メ
ン
ト
や
地
域
ご
と

に
強
み
を
持
つ
企
業
が
開
発
の
〝
主
導

役
〟
を
担
い
、
商
品
開
発
を
合
理
化
す

る
こ
と
で
１
モ
デ
ル
当
た
り
の
投
資
額

を
最
大
４
割
削
減
す
る
。
車
両
生
産
に

つ
い
て
も
競
争
力
の
高
い
地
域
に
集
約

し
、
収
益
力
向
上
に
つ
な
げ
る
方
針
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
新
車
需
要
が
低
迷
し
業
績
悪
化

が
避
け
ら
れ
な
い
中
、
連
携
強
化
に
よ

る
シ
ナ
ジ
ー
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
で
生
き
残
り
を
図
る
。

NEWS
5
日
産
、ル
ノ
ー
、三
菱
自
連
合

３
社
で
ア
ッ
パ
ー
ボ
デ
ィ
ー
共
有
化

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2020年3～5
月）の中から、注目記事をピックアッ
プ。明日のクルマ社会のヒントはコ
コにある！

ホンダのフェイスシールド

４月の登録車販売トップはトヨタ「ヤリス」
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新興工業株式会社
代表取締役社長：笹沼 靖憲
本　　社：岡山県総社市富原 129-46

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画
は

技
術
力
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
や

新
た
な
世
界
の
広
が
り
に
つ
な
が
る

地
元
、
岡
山
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
「
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ

ト
」
を
支
援
す
る
新
興
工
業
。
き
っ

か
け
は
２
０
１
６
年
、
同
社
顧
問
か

ら
の
声
掛
け
で
笹
沼
靖
憲
社
長
が
初

め
て
同
サ
ー
キ
ッ
ト
を
訪
れ
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
こ
で
垣
間
見
た
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
の
情
熱
と
、
サ
ー

キ
ッ
ト
に
訪
れ
る
ち
び
っ
子
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
フ
ァ
ン
の
笑

顔
に
心
を
動
か
さ
れ
た
。

翌
17
年
か
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
へ
の
支

援
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｇ
Ｔ

５
０
０
に
参
戦
す
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

（
現
Ｔ
Ｇ
Ｒ
） 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｗ
ｅ
ｄ
ｓ

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
」
を

ス
ポ
ン
サ
ー
ド
す
る
。
量
産
メ
ー

カ
ー
と
し
て
「
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・
コ

ス
ト
・
納
期
）
の
向
上
に
努
め
て
き

た
経
験
値
を
基
に
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
で
わ
れ
わ
れ
の
技
術

が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の
か
」
と
強

い
関
心
を
持
っ
た
。
同
時
に
笹
沼
社

長
に
は
「
会
社
に
付
加
価
値
を
与
え

モーター
スポーツの力

第6回

新興工業株式会社

17年からSUPER GT500参戦チームをスポンサード

©GTA

笹沼 靖憲社長

地
元
サ
ー
キ
ッ
ト
と

Ｓ
Ｇ
Ｔ
参
戦
チ
ー
ム
を
支
援
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目
指
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

国
内
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
厳
し
い

環
境
下
に
あ
る
が
「
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
支
援
を
続
け
、
と
も
に
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
」
と
す
る
。
今
年

か
ら
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

Ｇ
Ａ
Ｚ
Ｏ

Ｏ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｒ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ 

Ｃ

ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
に
も
参
画
す

る
。笹
沼
社
長
は「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
ク
ル
マ
に
興
味
や
関

心
、
愛
情
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
一

人
で
も
増
え
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て

い
る
。

に
現
在
で
は
国
内
完
成
車
メ
ー
カ
ー

と
部
品
メ
ー
カ
ー
に
ブ
レ
ー
キ
や
ハ

ブ
、
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
、
パ
ワ
ー

ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
な

ど
を
供
給
す
る
。
当
初
か
ら
治
具
製

造
を
内
製
化
し
、
汎
用
機
を
ベ
ー
ス

に
自
社
生
産
ラ
イ
ン
を
作
り
上
げ
る

柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
に
強
み
を
持

つ
。
早
く
か
ら
次
世
代
自
動
車
の
研

究
に
も
取
り
組
み
、
岡
山
県
が
地
元

の
産
官
学
で
立
ち
上
げ
た
Ｅ
Ｖ
開
発

た
い
」「
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
は
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
の
狙
い
も
あ
っ
た
。

ま
た
「
今
の
ま
ま
で
は
競
争
の
中
で

淘
汰
さ
れ
る
危
機
感
が
あ
っ
た
」
と

も
い
う
。

終
戦
後
、
復
員
し
た
祖
父
が
仲
間

と
と
も
に
新
し
い
事
業
を
起
こ
そ
う

と
、
新
興
工
作
所
を
立
ち
上
げ
た
。

地
元
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
皮
切
り

柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
が
強
み

次
世
代
自
動
車
開
発
に
も

い
ち
早
く
参
画

に
も
参
画
し
、
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー

タ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
。

次
世
代
自
動
車
へ
の
対
応
が
加
速

す
る
中
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
ス
ル
部

品
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
ユ
ニ
ッ
ト
の
構

成
部
品
を
重
点
領
域
に
掲
げ
将
来
を

に
ら
む
。「
ク
ル
マ
が
持
つ
、
走
る
・

曲
が
る
・
止
ま
る
の
３
要
素
の
中
で

キ
ャ
リ
パ
ー
と
ホ
イ
ー
ル
ハ
ブ
、
減

速
機
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
ユ

ニ
ッ
ト
の
構
成
部
品
な
ど
電
動
化
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
」と
す
る
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画

は
、
量
産
と
は
異
な
る
新
た
な
世
界

の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
人

脈
づ
く
り
は
も
と
よ
り
製
造
領
域
に

も
参
画
し
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
用
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ケ
ッ
ト
の
製
造
・
供
給
も
実
現
し

た
。近
い
将
来
に
は「
レ
ー
ス
用
デ
ィ

ス
ク
ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
パ
ー
の
加
工

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
笹
沼

社
長
は
語
る
。
量
産
車
に
つ
な
が
る

技
術
を
養
う
場
と
し
て
、
レ
ー
ス
界

で
の
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

カーボンモノコック製のフォーミュラリージョナルのサスペンションブラケットを製造・供給

地元の岡山国際サーキットを３年前からサポート

今年からTOYOTA GAZOO Racing Rally Challengeにも参画

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン

を
増
や
す
た
め
尽
力
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
世
界
経
済
活
動
に
多
大
な

影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　

部
工
会
で
は
こ
の
非
常
事
態
を
克

服
し
て
い
く
た
め
に
、
以
下
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
（
経
産
省
）、
日
本

自
動
車
工
業
会
（
自
工
会
）、
日
本

自
動
車
部
品
工
業
会
（
部
工
会
）
が

共
同
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
検
討
自
動
車
協
議
会
（
新
型
コ
ロ

ナ
協
議
会
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
合
は
２
月
27
日
と
4
月
30
日
に

開
催
さ
れ
、
経
産
省
か
ら
は
牧
原
秀

樹
・
松
本
洋
平
両
副
大
臣
、 

髙
田
修

三
製
造
産
業
局
長
、 

河
野
太
志
自
動

車
課
長
ほ
か
、
自
工
会
か
ら
は
白
柳

正
義
調
達
委
員
会
委
員
長
（
ト
ヨ
タ

自
動
車
執
行
役
員
）、
永
塚
誠
一
副

会
長
・
専
務
理
事
ほ
か
、
部
工
会
か

ら
は
岡
野
教
忠
会
長
（
リ
ケ
ン
名
誉

会
長
）、
石
川
伸
一
郎
中
小
企
業
施

策
委
員
長
（
石
川
ガ
ス
ケ
ッ
ト
社

長
）、
井
上
敦
総
務
委
員
（
小
糸
製

作
所
常
務
執
行
役
員
）、
大
下
政
司

副
会
長
・
専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し

た
（
※
岡
野
会
長
、
石
川
中
小
企
業

施
策
委
員
長
は
４
月
の
会
合
に
出

席
。
役
職
は
会
合
日
時
点
）。

　

そ
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
拡
大
に
対
し

て
、
政
府
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
部

品
メ
ー
カ
ー
が
連
携
し
、
共
通
課
題

（
防
疫
対
策
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

や
物
流
な
ど
）
と
対
応
策
の
共
有
、

影
響
が
長
期
化
し
た
場
合
の
各
種
対

策
の
検
討
（
資
金
繰
り
対
策
、
各
種

政
策
支
援
）
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
工
会
か
ら
は
政
府
に
対
し
て
、

海
外
に
お
け
る
物
流
課
題
、
帰
国
に

向
け
た
航
空
便
確
保
、
渡
航
規
制
緩

和
や
国
内
に
お
け
る
資
金
繰
り
の
支

援
拡
充
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
、

申
請
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
を
要
請

し
、
施
策
な
ど
に
も
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

自
工
会
、
部
工
会
、
日
本
自
動
車

車
体
工
業
会
（
車
工
会
）、
日
本
自

自工会、部工会、車工会、自機工の自動車工業４団体がコロナ危機からの復興に貢献していく決意を表明

コロナ禍における
部工会の取り組み

報告：業務部

�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
検
討
自
動
車
協
議
会（
新

型
コ
ロ
ナ
協
議
会
）」の
活
動

1
�

自
動
車
工
業
4
団
体
の

連
携
活
動

2

新型コロナウイルス感染拡大防止と
医療現場サポートのため
日本の基幹産業である
自動車業界がその技術力を発揮
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で
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
や
共
通
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

岡
野
会
長
か
ら
は
「
自
動
車
産
業

は
約
３
万
点
の
部
品
を
作
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
作
る
汎
用
技
術
、
応
用

技
術
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
技
術
を
医

療
機
関
が
必
要
と
す
る
機
器
や
資
材

の
生
産
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
部
品
産

業
は
、
自
動
車
産
業
を
支
え
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
数
百
社
の
メ

ン
バ
ー
企
業
を
抱
え
て
お
り
、
こ
の

動
車
機
械
器
具
工
業
会
（
自
機
工
）

の
自
動
車
工
業
４
団
体
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
連
携
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑴�
自
動
車
工
業
４
団
体
会
長
に
よ
る�

共
同
会
見
（
Ｗ
ｅ
ｂ
中
継
）

　

４
月
10
日
、
自
工
会
豊
田
章
男
会

長
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
代
表
取
締
役
社

長
） 

、
部
工
会
岡
野
会
長
、
車
工
会

木
村
昌
平
会
長
（
日
産
車
体
代
表
取

締
役
社
長
） 

、
自
機
工
辻
修
理
事
長

（
東
日
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
）

が
W
e
b
中
継
で
共
同
会
見
し
、
日

本
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
自

動
車
業
界
が
企
業
市
民
と
し
て
復
興

に
貢
献
し
て
い
く
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
（
役
職
は
4
月
10
日
時
点
）。

　

モ
ノ
づ
く
り
の
力
で
コ
ロ
ナ
危
機

か
ら
の
復
興
に
貢
献
す
る
た
め
、
医

療
現
場
な
ど
に
対
し
て
人
工
呼
吸
器

や
マ
ス
ク
な
ど
の

医
療
関
係
物
資
の

生
産
協
力
や
人
材

育
成
、
交
流
の
支

援
、
ま
た
、
自
動

車
関
連
企
業
の
技

能
、
技
術
を
維
持

す
る
た
め
、
共
同

危
機
を
乗
り
越
え
た
後
、
日
本
経
済

の
復
興
、
再
立
ち
上
げ
に
協
力
し
て

い
け
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
き
ち
ん

と
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

⑵�

自
動
車
工
業
４
団
体�

「
自
動
車
業

界
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支

援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
開
設

　

５
月
29
日
、
自
動
車
工
業
４
団
体

は
共
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

医
療
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
衛
生
用

品
の
生
産
・
提
供
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
へ
の
生
産
性
向
上
支
援
、
感
染

者
輸
送
用
車
両
の
提
供
、
製
造
・
物

流
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
取
り
組
み
内

豊田合成のPCR検査車両

アイシン精機の医療現場向け簡易ベッド台

容
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

政
府
か
ら
の
医
療
用
資
材
・
器
材

増
産
、
医
療
物
資
の
提
供
な
ど
各
種

要
請
に
対
応
（
会
員
企
業
47
社
が
医

療
用
資
材
・
器
材
増
産
へ
の
協
力
申

し
出
、
マ
ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
・
手
袋
な
ど
の
提
供
）
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

情
報
（
政
府
支
援
制
度
、
国
内
外
情

報
な
ど
）
を
部
工
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
周
知
し
ま
し
た
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
対
す
る
国
の
支
援
制
度
の

紹
介
な
ど

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
関
係
省
庁
・
機
関
に
よ
る

情
報
提
供
に
つ
い
て
（
関
連
ペ
ー

ジ
の
紹
介
）

　

 

経
産
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
下
請
事
業
者
と
の
取
引
に
つ
い

て
」
を
親
事
業
者
に
要
請

〈1〉〈2〉〈3〉

部
工
会
の
対
応

3

マレリの医療用フェイスシールド

新型コロナウイルス
対策支援
ホームページ
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